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1.治草

昭和

2. 3. 1 鹿児島県告示第 25号Kより，鹿児島県工業試験場大島耕とLて名瀬明暗

立古れ，大島紬の染色及び図案氏関する指導業務を開始

4.11. 1 鹿児島県告示第407号K主T.大島分場は改組古れ，鹿児島県大島染織指

5 8 

20 4. 20 

21 2. 2 

25. 7 1 

26. 5 

28.12.2S 

30.11. 11 

導所と在る。

敷地(1.6 5生nf)を得て，事務所及び工場 (8.66nf)建築

戦災Kより建物及び施設の一部を焼失し，業務は停止と在る。

日本から行政が分離され，米国国務省告示をもって，奄美群島は，北部南西

諸島と呼ばれ，臨時北部南西諸鳥政庁がbかれ，職員もこれ陀吸収された。

ー侍停止中の染織指導所業務の一部を再開した。

米国φ補助で，旧敷地1(866nfの事務所及び工場が建設された。

奄美群島の日本復帰に伴ぃ，鹿児島県大島染織指導所lとして復活

奄美群鳥復興事業Kよれ新たK敷地 (355ii!')を購入し，昭和a1年 8

月31日研究室及びボイラー室を建築し，敷地総面積 1，9 8 8 nf.建物面積

延 1，25 4 nfと怠った。

34. 3.81 昭和30年度から昭和 33年度までに各積武試験機器類を整備した.

(3 3年度K僅混恒湿装置を設備)

35. 3.31 名瀬市の都市計画Kよれ庁舎のー都は移転し，敷地 1.86 1 nf.建物

1， 2 5 4 nfとまった。

37. 7. 9 庁舎改築のため，旧庁舎，国有建物(木造2階建事務所ほか5件，計 866

¥ ) 

nf) を返還した。 i~

88. 6.30 庁舎新築工事完成

42. 2. 中小企業技術猪導費補助金により機器の整備を在す。

-2-



2. 敷地及び建物
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山口閣

ボイラ一室

3. 組織

L 

区 分 主 事 技 師 ポイラー技師 計

所 長 1 1 

総 務 課 4 4 

機織図案研究室 9 9 

染色化学研究室 7 l 8 

計 4 1 7 1 2 2 

4. 会計

(1)歳入

科 自 予 l 算額 調 定 額 収入済額 予算K対する増減

使用料及び手数料 7 4' 7.0 0 0 1.lT8.2 0 5 1. 1 1 8.2 0 5 371.205 

財 産 収 入 1.0 0 2.0 0 0 1.4 2 8.0 5 0 1~' 4ι2.8.050 426，050 

合 許 l 1，7 4 9.0 0 0 2.5.4.6，.255 2.546.255 797.21l5 
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歳 出 C単位 円)

区 分 予算額 令達額 支出済額 備 考

o 7 商 工 礎 7.226.829 7.226.329 7.22 6.8 2 9 

o 1 商 業 費 821.744 821;744 821.744 

o 1商 業 総 務 費 781.744 781.744 7 8 1.7 44 

o 1 報 ~ 729.000 729.000 729.000 

o 4 共 済 費 52.744 52.744 52.744 

o 9 旅 費

o 2 商業振興費 40.000 4 0.000 4 0.00 0 

o 9 旅 費 4 0.00 0 40.000 40.000 

o 2 主 鉱 業 費 6.404.58'4 6.4 04.5 8 5 6.404.585 

o 8 中小企業振興費 745.400 745.400 7 4 5.4 00 

o 8 報 償 号ま 50目 000 50.000 50.000 

o 9 旅 費 682.400 682.400 682.400 

1 1 需 用 費 8.000 8.000 8.000 

1 2 役 務 5.000 5.000 5.00 0 

o 6 工業試験場費 5.659.185 5.6 5 9.1 8 5 5.6.'59.1 8 5 

o 8 報 償 費 262.800 262.800 262.800 

o 9 旅 費 1.868.000 1.3 6 8.00 0 1.3 6 8.00 0 

1 1 需 用 受 2.412.000 2.412.000 2.4 1，2.000 

:、J
食 糧 受 96.000 9 6.000 9 6.00 0 

その他需要礎 2.316.000 2.816.000 2.816.000 

1 2 役 務 費 2 8 1.00 0 2 8 .1.0 0 0 2 8 1.00 0 

1 8 委 言E 料 20.920 2 0.9 2 0 2 0.9 2 0 

1 4 使用科及び質千以ヰ 14.465 14.465 14.465 

1 6 原 材料 費 416.000 416.000 416.000 

1 8 備 品隙入費 879.000 879.000 879.000 

19F常勤習 5; 000 5.000 5.000 

2句 4 投資及ぴ出資金

歳 出 F 合 計 '7..226.829 7.226.829 7. 2 2 6;8 2 9 

-4ー



) 

乙

5. 

の案図緋

究

一

紬

研
f

，
島

-
J

大

験一試一

試作

長田宮三 貞 武彦

1.目的

従来の着尺図案のほかに，新規織物意匠緋図案の色彩配色等Kついτ研究し，新製品のデザイ

y開発Kよる多様化をはかる。

2 試験概要

( 1) 壁掛用，柱掛用，緋図案。試作 2点

(2) ;t， !Iタイ舟，色図案C試作 5点

(9) 婦人帯地用，色図案の試作 2点

(4) 婦人n~地用，色図案の試作 E点

8 結果

試作した壁掛，柱掛用左らびに，帯地用の色図案各 1点について，緋般協を試作した結果，

新規緋織物としての効果があり，今後のデザイ;Y11:ついての好資料を得た。ー

緋図案考案調製業務

1， 昭和48年度考案説製配仲伏況

守ポ里E1 1 9算 1 5.5算 言十

大 柄 7 7 5 2 1 2 9 

中 柄 2 2 2 4 4 6 

中 柄 1 0 日 19 

言十 1 09 7 9 188 
. '1'曳

'[ 

2 調整配付による緋図案の動向と現況

( 1) 柄行きには，ほとんど変化はまいが，多色使用の図案が昨年11:比し，大分減少した傾向で

ある。

(2) 従来は，拙色摺込配色が主であったが，本年度は緋の部分解静岡習込み配色の方向氏在っτ
きた。 、 f 

(日) 太絹y 中柄にフい:cも単色(主として藍，グリー;Y，茶泥，ェy ヂ等)が望まれ高傾向で

-5ー



島る守 ! 

似)男物用柄は別として，女物の 50才代， 60才以上の年擢向の柄は衣然少在い現状である。

(5) 色入りの図案では従来は数色以上の柄九多数であったが， 4色， 5色以内の明るさの中氏

渋みの感覚が好まれている現状である。

(6) 4 8年度後半からは串j込式純の製作が業界Kぽつぽつ表われ初めたのでその図案調撃K当

った。

経糸の静張力陀関する試験

杉山隆徳 .岸 田文 司. 吉

得富友子.森 テッ.宮沢

1.目的

正子

トミエ

大島紬の製織中~;t，.ける経耕糸と経地糸は別々に巻老込んであれその張力比は，手紙K よ

る緋合わせの難易と織物風合の良否K重要在要因を在すもので，己れの張力加減~つhて試験

じ，適正在張力による品質の向上をはかる。

ι 試験概要

試験 1は，手織 25年以上の他殺をもっ 4名の製織中に晶ける経糸の静張力を測定し，張力

加減の動向を求める己とにした.

試験 Z は，試験 1 の張力平均値K対して張力を増波したものKついて試験し，その品質~つ

いて検討した。

S 試験方法

試験ー 1

(1) 測定位 置

厚空審早

糸上

、棒げ

(2) 測定方法

(1)図tDn点位置で;餓稲聞の経糸(経糸，地糸)を均等割記した 18ク所の糸 I本記つい

-8-
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てsベ!/V'ル型テ Y"Yョエ/メーターを用いて前後綜統の関，瞬時1C;j;.ける平均張力値を求め

た.

(8) 測定結果

表 1 前後綜統11:通した経糸張力 湿湿度 30"C659百RH

biq 緋糸(A) 地 糸(B ) 
(A】 (B )X 1 0 0 

B 

関口関口 関 口 閉 ロ 関 口 間 口

前綜繊の 糸 6 1 s' 5 3 s' 5，9'S' 6， 2 s' 3. 4. ~ 1. 9~ 

後綜統の 糸 6 5 ， 6 4. 5 9 ヲ 5，3 1 0.2 2 0，8 

表 2 前説諦;~K過した経糸の張力 温湿度 30"C66RH

λ台ぎ 緋糸(A) 地 糸 (B) (A) <'B)XIOO 

関口閉口 閲 口 閉口 関 口 関 口

A 4 7 s' 4. 4 9 5 6 s' 4. 0 s' ~16， 1~ 1 O. 0 ~ 

" 4. 9 4. 8 5..2 8 9 5， 7 2 8.1 

平 均 4. 8 4. 6 5 4 3 9，5 -11.1 1 6. 5 

E 4 7 4 4 6 2 3 9 - 2 4. 2 12.8 

" 4 5 4 8 5 5 3 5 -12.7 28.6 

平 均 4 6 4 6 5 8.5 3 '7 - 2 1.4 2' 4.3 

表 3 前綜統K適した経糸の張力

緋 糸 (A) 地 条 倒 i A2l B)bfE OO 

製紙者 温度 湿度
(B 

関口 閉 口 開 口 間 ロ 閉口 閉口

A 2 5"C 6 1 ~ 6 8 s' 631' 6 9 s' 50S' - 1.4~ 2 6.0~ 
、v。 u " 6 3 4 7 6 5 4 0 - 8.1 17.5 

D ' d 4 4 4 5 77 4 6 -42.9 - 2.2 

A 8 o"C 6 5 6 1 5 '3 5 '9 5 2 8.4 1.9 

。 降、 If .4 1 3 3 6 8， 4准 '-34.9 -25.0 

A 3 8"C 6 2 4. 7 4 5 6 .0 4. .3 -21.7 4..7 

.:B 韓 ， d 5 1 4 5 5 6 3 9 - 8.9 15.4 

D If 6 2 3 9 4 2 5 9 3 3 -33:9 " "27.3 

A 82"C If 47 44 5も 6 4 0 ~1 6.1 10.0 

A u If 4 9 4 8 5 2 3 9 - 5.8 23.1 

B E n 4 7 4 4 6 2 3 9 -24.2 12.8 

-7~ 
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緋糸(t，) 地糸(国
1叫 ZE製 識者 温度 湿度

関口 閉 ロ 関口閉口 関口

B 3 2"C 6 2 % 4 8 '1 45 F 55 '1[35 '1 -12，7冊

D 11 u 45 4 1 4 6 I 34 - 2，~ 

1平 均 50 4 5.8 6 0 4 1 -16，7 11.7 

戸=
A ( 5回) 54.4 5 0.6 59.2 4 4，8 - 8，1 18，0 

製紙者別 'B (8回) 4 8.7 4 4，7 5 7， 7 37，7 -15.6 18.6 

平 均値 口 ( 2回) 52.0 4 0.0 

D ( 3回) 4 2:7 4 2.7 I-~;. 7 I 1 3，3 1 60，7 [37.7 

\~ 
製織語 温臣 湿度緋 糸 地糸 明。 製織者 温度 湿田 緋糸 地糸響]話。

(A (B) (>) (司

A 25"C 6 1'" 6 3 '1 5 0 '1 2 6.0骨 A 2 8，5"C 84% 5 1 '1 4 3 '1 18，6% 

。 u ， 4 7 4 0 17.5 B 11 u 37 31 19，3 

D H u 4 5 4 6 - 2.2 ロ 11 u 45 41 9.8 

A 3 0 6 5 5 8 5 2 1.9 B 25 "c 5 7 51 35 45.7 

ロ • E 3 3 4 4 -25.0 。 • 笹 40 45 -11.1 

A 3 3 6 2 4 5 4，3 4.1 B 28.5"C 6.0 51 44 15，9 

E H 1旨 4 5 3 9 15.4 c u 1旨 40 40 。

ト1
u 11 4 2 3 3 27.3 A 18、℃ τo 55 55 。

A 3 2 。62 44 4 0 10，0 B H 11 55 82 71.9 

A u " 4 8 8 9 23.1 B j開 u 42 45 -6，7 

B K u 4 4 3 9 12.8 口 • • 55 52 5.8 v 
E o ， 11 4 5 8五 28，6 A 185"C 6 5 43 45 -4.4 

D】 H 宅 11 4 1 S 4 20，6 。 胆 11 48 35 37，1 

k 3 2.5 6 6 4.1 3 5 12τ 平均 ( 2. 8回) 46 4 1 12.2 

。 11 • 4 4 3'4 29.4 A (9悶) 准8，9 40.3 8，9 

， 
製職岩 (8回) ! 46.3 

金由経糸張力測定 2β 回の平均値は
B 87.5 

平 均 。(8回) 44.0 41.4 

経緋糸 46 '1， 経地糸4rr;である。
D (3悶) 42.7 37，7 13.3 

-8-
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試験 -2

( 1) 割l定位置在らびに測定方法は試験-1と同じ方法で実施し，経糸張力は試験 1の 2.8回

平均値(表4の緋糸46 '1， 地糸 41 '1 )を基準i'1:Lて，己れより閉口時の張力を増減し

'て製綴じ織布fl)品質製織性等Kついて試験した.
元ム

但)試験布設計 J 九

I ! .. I経 J. I """" J. I 

密度|俵幅

(劫 緋 締法

経 緋糸 =. 1 4算の銭で蚊緋締

緯緋糸=: .1"5.5算の筏ぜ蚊朝繍

(4) 糊 付法 (O.W.f)

下糊=布海苔 1"; 水8倍

かた糊 = . (/ 1 0骨 ， 

仕上糊 = . (/ 5% 'VyワックスsS 0.'5 % 水8倍

緯緋糸 地緯糸の油亜美 = 乳化種子治 0.5%.水 10倍

(5) 強張力

製機，針入れ緋調整長さ 7C1Ti

表 5 製紙時の湿湿度 2 2 'c 56% 

hAT¥ 
f 

1. 2 s 

[| 地緋
糸 9 O. 1 '1 81.7'1 70.6'1 

糸 7 O. 3 

G主) 経糸閉口時の張力

(暗弱 張 力

6 7. 7 

製紙，針入れ縮瞳長吉 7四

表 6 (製織時の温湿度 2 2 'c 

4~ 
G主) 経糸閉口時 dコ虚力

" 

-9-
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(7) 試験布の性状試験

表 T

日そ
国l軟度(カ Yチ νλy法) 防Vl1度(宅 Yサ Y ト法)

紋上幅 厚 さ 5枚表裂の平均(骨) 5枚表裏の平均(唖)
(四) (mm) 

経方向 緯方向 経+緯
経方向 緯方向

経+縛
2 2 

強 3 7. 1 0.1 5 5 5.9 6.0 川 1，6. 4 5 7.0 6 0.0 5 8.5 

弱 3 7. 1 0.1 5 9 6.3 5.7 5. 8 5 3.6 5 9.5 5 6.6 

B 考察

(1) 試験 111:よる経排糸と地経糸の開口時の張力は，閉口時より大に在る。

(2) 関口時の経緋糸の張力が地経糸K比べて小さい傾向陀あるのは，両者が緋:!>げ棒を挟んで

交錯する角度によるためのものである。

(司試験 2による弱張力Kよる織布は表面がザラザラした独感で，また強強力の戦布は表面が

すべすべして艇く張った感じで両者とも品質的に地風がよIくない。

4 まとめ

大島紬は手織によれ経緯C餅を正確陀合わすためK経糸の張力加践が重要企技術的要因

と在るのであるが，その張力加減を数字的陀は揮する己とは手織作業であるだけに悶難であ

勺 fし

本試験では関口時の強力変動が不確実で島るために閉I口時『亡事ける静的張力の平均的在数

値を求めた風合試験の結果，経糸張力は地糸，緋糸とも11:1試2JI1:串・ける「強張力」と

「弱張力Jの中間が潟当のようで， 1試 1Jの実際K織られている製綴主の平均値の張力が

適性のようで製犠時11:;;'ける経糸猿力を祝ねは題する乙とができ，参考資料を得る己とがで

きた。

大島紬の緯緋糸糊張 b強さと製織緋

合せ 陀つ いて の試験

岸国文司.杉山隆徳.宮沢ト書エ

1.目的

大島紬の製織は，経連lf糸位置線11:，緯耕糸を合わせ，普通 10-12cm織ったあと，経緋糸

の書i入れ調整を行左う特殊在手紙技法で，緯緋支払の伸び縮みKよって緋合わせの品$.;応援訴する。

己の緯緋糸の伸び縮みの要因白一つである糊張担乾燥作業のヲ|渡り強吉は，作業者の経験と勘

Kよって行在われてj;.!J，己れらの適正化をはかるため糊JH強さと製織性Kついて検討を加

え，緋加工の参考資科H亡供する。

-10ー
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2 試験方法

緋用白糸の糊振り強さ別Kよる放殻期間別の試験糸の締み状態をは援い併せて試料糸別の

緋締めした綿糸tc':よって試織して，緋合わせの難易左らび侭試験布の繰綿み，緯緋糸の縮み等

Kついて，下記方法によって試験した。

(1) 供試料及び糸抱合

絹線燃糸~二 片燃糸 40沈 o 012加

(2) 整経長まらびに整経法

整経長 26"，とし，木書話室経台による手ばえ整経法。

{劫糊付法

糊剤，島内産布海苔，糊液 St1TsoLn，温度40 'C，絞り率250骨

(4) 引振り率及び長吉

整経長の 1'!¥ =26叩 2'!¥=52C11i 2.5唖=6 5師

(5) 糊限り乾燥後の縮み試験

整経長K対して， 1唖，21]b， 2.5唖ρ引張り率による試料糸を椴凝り γ 乾燥したのも，

籾張台から取外した直後及び放置期間 2日， 7日， 1 0日後の 4方法Kついて糸の絡みを測

定した。

(6) 縮み長官測定法

7 図解

下二
イ 糊張り抱合した乾燥糸 1本を引張b長吉別在らびK放賢官数別について上図のように，

B部を固定し，他方A部の糸のうね bをp!の状態K正常l亡伸ばした長吉について測定した。

ウ 測定長t瑚張b抱合乾燥糸剖1猿り長吉日l在ちびK放置日数別の各々 5本Kよる長さを

平均して測定長とし，下認によって締み率在計算レた。

伸ばした長さー残留長吉
締み率= X 1 00 

伸ばした長吉

げ)緋締法

ア 経緋糸は 14舞伎を用いて 80/28ガス綿糸を B冷暗開通し， a 羽~主紋緋締

イ 緯緋糸は， 5!浸b率左らびに放置期間別の各試科糸在 15. 5 ~ま筏を用いて経緋糸と同じ

ガス綿糸を用いて同じ通し法で行在った。

-11ー



(8) 製織試験

ア試糊樹概要
L 、

筋幅伝合おす!? ;|土門平J-!日;
4o cm I 1斗!???|吋ーlIZlIZl時::

イ製織法

糊張りヲ|強り率及び放置期間別の試料の偲緋糸VCl:]lSOc，"長さにそれぞれ誤殺した日

(吋織縮み，緯緋糸の縮み率

筋幅一原布の軽量幅

ィ緯緋糸伸長率〈骨) = 

銭 幅

各試料の 57'所の平均値

ほぐした糸長一試料布緯方向長吉 一
ー一一一一一一ーーー一一一ーーーー一一ーー一-X 100 
試料布緯方向長吉

測定は試験布縛方向 a2 0白町亡つ"，'i::!I本採取し， a5~ <1J建下荷重の 3 -0;秒後代測定

し元 5本平均値

み率〈暢) =' X 10.0 ¥二〉7 織縮

u 

8 試験結果

。)引張り別feよる縮み率 温湿度 24.5'(; 69必RH

↑
，
縮
み

3 

ヨ張!o由-， ← 9居
り0-- 2 IL 

率>:-一一 2.5ι 
、

3 

( --- ~ 

u 率

%) 

直
後

2 ? 1-0 

放置期間( 臼) 一一一一一→

.':句、ー χ円"，'¥..;'J 

、
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ljU問日野よる稲城苫

日午石
み a

長 6

さ 5ト

(四 )4~

濫湿度 24.S'C 69~益1t H

3

2

l

 

fsI I I I I 
ー」ι一 斗

l「

一
ー←ト 、、大 4 2 

l 円ご さ><舟守司6511.

、
た』ーー」 晶ー ーー 、、、、， ， ， 

lI I I _--L._ドベ_.t-----+ ~ +ベ争点4
¥ 

、、_/ 直

後

2 1 

放置期間(日)一一→

10 

(3) 原布の織縮み率 混湿度 19"C .71%RH 
10 

2 

酔司崎 「

~ ( 一 令市
民一 一一γ一切【

耳ll h 内 1 96 

張 。 2 11 

り ラくーー・・ 2.5"〆 一寸
率

-斗ー
_1_'1 

2 7 1 0 

8

6

4

 

)
 

↑
|
縮
み
率
情

放置期間〈日トーrl-

C 
E
 

R
 

必7
 

℃
 

qd 
l
 

度湿汚率張巾
叩の糸W

汀t
 

f
 

し〈3
6
 

H

H

5

0

 

7

7

6

〉

T
l伸
長
率
副
知(

 
6， 

F子__---'" 喧_._ 一否、
‘ 、 じこと

、

¥ 

3 

」
2 7 

放置期間(日) --} 

10 
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(5) 緋合せの難易
、-...tlT官"

掃訳里 E 〈日?

ひどく伸びる。
'Ib 

持入れ後，抱で伸びて

いる部分を押えて，経

緋の位誼K合わせて織

る。

やや伸びる

'Ib {申び縮みK斑があって，

2 指で押えたり，逆K両

手の指で引張って緋を

合わせる状態が多"'.

絡みがひどい

'Ib 緯入札後1(，緋糸の商

2.5 
耳部を強く引張ら在け

れば，経緋の位置に合

わ在い。

4 考察

(1) 引張り強古Kついて

マ (日)

やや{申びる。

合わせ易い部分もある

が，全体的K伸び気味

で緋合わせが容易で在

ν、。

正常で合わせ易い

緯入後，緋糸の両耳部

をつかんで軽〈外側に

張った状態で経緋の位

置に緯餅糸合い易い，

やや縮む

緯入後，緋を合わせて

俄打動作の時点で両サ

4 ト・部分が内側K入る

状縛が多く，緋合わせ

が容易で在い。

1 0 (日)

伸縮K斑が島る。

綿入れ後，栂緋糸の

伸縮K斑があって，

併合わせが容易で在

ν、。

左同

やや縮む

7 整経長K対する引張率 1唖の試料糸醐張り乾燥した糸を，糊渡台から取外した官後及

び2日， 7日後の測定で変化が見られず， 1 0日後K僅かVC11.54'ib， 長吉にして SC1l!

の縮み長さで，他の試料糸K比べて少在い。(図 1-2 ) 

¥二〉

イ 引張り率 2'llio試料糸の縮み長については，取り外し直後から 10日自に部絡み状態 υ 
が， 7. 5四， 6.5C:1ft， 3四 ， 2cmで取り外し直後から 2日自の島町占で下降線をたどり，後

は織みが緩やかVC1.i:る。(図 2) 

ウ 号I!!り率 2.5喝の試料糸は，取り外し直後の測定で急激在絡みを示し，回数経過に伴っ

て緩やかt数債を示した。(図 2) 

(泊製~VCついて

7 引張担率 1'ibの緯緋糸は，総体的vcf申び傾向が多<，緑入後，緯緋糸を指で押さえて合

わせる動作が多く，緋合わせが容易で宜し九

イ 引張り率 2.5骨白緯品Jf糸は，縮tr傾向が多く，緯入後VC，糸c両耳部を指で外側vcf'申ば

宮在貯れば経緋位置vc 合わ~I.A。

ウ 引張り率2唱の緯緋糸は上記(1)-(司の緋糸K比べ，概ね正常の状態で緋合わせができ，

-14-
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支障が少在く能率的であった。

(3) 織り縮み及び緯緋糸の縮みについて 、，

7 試料布の犠り縮みについては，銭幅に対して，最高 8..8唖 (3.5C11[);最低8骨 (3.2四)

で大差がtν、 べ

イ ほぐした糸の伸長率Kついては，経過日数が多く在るK伴在って，伸長率が低下してh品。

引張D率 Hbで最高 7.4%.最低 6.5%.引強b率 2%及び 2.5%の緯緋糸で最低6.1%

~6.8 %の伸長率から，糊張D乾録後の経過日数が多い緋糸を加工することKよって変動差

を減少できるものと考えり，Lる。

5. まとめ

ιれまでの試験結果から推察されるιとは，大島紬の緯緋糸の整経長は，緋模様持成¥'(よ

...) -，'t一定し在い設計上の複雑在嘱があるが，引張り制骨-25.~\'(対して放置期間を長

く要した緯緋用糸の締加工を行なう己とが手織り¥'(:j:，・ける緯緋合わせ白問題を少在くする方

法と考えられ，緋加工~ついて白参考資料を得た。

L、，〆

シャリンパイ泥染糸の糊付用 1白剤Ij(tC 

よ る緋調整試験

杉山隆 徳 . 母 国 文 司 . 得 宮 友 子

1.目的

Vャリ Yパイ泥染糸の油剤による製敬針入調整の難易について試験し，品質d宜普拘上をは

かる。

E 試 験 概 要

(1) 下記試枝市の設計K基づき，製犠条件を同-~亡するため，織幅聞を S 等分して油青IJ~IJ ¥'(よ

る製徴性と緋調整の難易Kういて，比較試験したい。

(2) 試伐布設計

表 1

密度 筏幅
経 糸 緯 糸 試験糸 経配列 総統込み

崩時 地 相F 地 緋 地 緋 地 緋 地

15.5羽 4Qcm157 6本 664本 14本 1.4本 F付 f付
2本 2 本 2本 E 本

ノペr:m l~v-r ~T~'~l /，師 /cm 30 2 8 

( 3) 緋締法

7 経綿糸 14算の銭で蚊緋締

イ 緯緋糸 15.5負:の僚で蚊相櫛

-1.5ー
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3. 試 験法

( 1) 緋糸用白糸の糊付

7 糸線用下糊=布海苔 1唖 oW f~ 水 8 倍

イ 糊張り用糊付= 布海苔 10骨 oW f，水 8倍

(2) 緯緋糸と緯地糸の油亜美

積子油 1冊 oW f，水 10倍

(3) 池崎市別試験(口 ws ) 

三六さ 種子油 νyワマタス88

J幅 1

品 E 

i届 8 

(4) 摩擦係数試験法

7 試料の作り方

1" %. 

1.:'16 1 電車

ライトγリコーy
M 807 

1 ， % 

布海苔 水量

5 '16 s 傍

5 '1b 8 倍

5 % 8 倍

厚吉 2叫，たて，よ己各 40脚 D厚紙IC両サイド 5m1fl残して試料糸を紙の中央部 S0711J1l 

幅に均~IC巻きとる。

イ測定法

まきつ係数

H H 
L 4 5四P

歩調Ij定方法

試料糸 2.5 ~ 

ガラス板

一ー¥

で一一一L 4 5田1一一一一一ーテ

l~o~ 

試料がガラス板の斜面を滑り始める高さを記録して言協し，摩擦係数とした。

(5) 製俄試験

製紙長吉 5"cm.， 7日11， 1 ocmにつ加て経緋糸C針入れ調整の難易につhて調べた。

温湿度 2，9'(;-30'(;; 76 % -80 % 'R'H' 

4 結果

(1) ~ャリ yパイ泥染糸の増量，強伸度Kついて

-16ー
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v'、

表 s
、

〆ー~

[玄孟亘 増 M量|円E強- 伸度
A 染前 E 染後 A - B 

経緯緋糸 4 0.5 9 • 9.5 9 9.0:;' 2 2 度伸度

袖経 糸 24.0， 3.1. 0 7.0 2 9.2 24 7. 6 o 1 4.0% 

i地 緯 糸 298.9 1'5.9 1 .3，0 1， 9.0 6.0 23.0 

(2) l/ャリ Yパイ泥染糸の湖付，油再lによる摩擦係数及び手触り Kつhて

感 そ の 他

の 色 相 臭 ν、 そ の他.，'"

すむ 積泊の臭あいがゃ 議状じはが平すたるいが や や る

ゃくすむ卜与一子丸輩記
すま在い し 1 納

敏) 摩擦係数は 10回平均値

但)製織性在らびに織布の性状Kついて

表 5

限
緋の抜 手触 b 制 軟 度 防 5〆 ワ 度

き易吉
や朽ち

」主向
百 A十万 A B . 

A+ゑの順位 あつみ
か吉 緯方向 緯方向 緯方向

J也 1 ， 3 簿 ν、歌色、 ら
5. 4 1 8. 9 1 ..6 6 5 8. 7 6 6. a 6 2. 7 ν、

や や
やらやか軟いi$.2 1 

蒋 v、 5. 4 2 3.8 7 4. 6 5 6 4. 2 6 5. 1 6 4. 7 

J姫ia 2 や や や や 5. 7 0 4. 1 5 4. 9 3 6 2. 3 6 3.6 6 2. 7 
厚 ν、h電 、内

5 まとめ

(1) 製織~;;.ける経緋糸の針入れ調整時の梯糸の抜ぎ易さは，種子油と νYワックスを混ぜた

方法がよ h。

(埠種子油だけの糸は湿地っぽい感じがするので 1%以上添加すると緋糸が抜き難い。

(3) 前項a-8o試験 1，2， 3， tfCよる畠副総中の耳糸D毛羽発生まく，"tた経緋糸の.針入れ

調整中~糸切れする ι とが在かった.

(4) 種子f由と~;:/ワヮタス，またはライトジザコ-:/をそれぞれ併用する己と K よって糸すペ

りを良〈し，紙作業を容易『てする己とができると考えられる。

(5) 輸の抜き易さは必 2， a J 1，の煩で畠った。

-17ー



大島紬の仕上げ糊付糸の摩擦係数試験

杉山隆徳

1.目的

大島紬の製徽vc骨ける経緋糸の針入れ調整の難易と風合の要因を在す。仕上げ湖付，添加油

剤について Vャリ Yパイ泥染糸と合成洗料染色糸の平滑性Kついて試験し，多考資料vc供するo

a試験方法

(1) 大島紬規格原料糸，経糸 280T/msを， γャ I}，ノパイ泥染在らびに合成染料による染

色加工を在し，染色糸Kついて下記の施糊誤験をした。

(2) 表1. 染色糸の増量

-1弱1々斗別 ゲャリ Y パイ泥染糸 合成染料による染色

試験番号 JfG. 1 JIG. 2 J世i3 i拡4 116. 5 グリ y エY グ 黒

目 付 30.7 5 ~ 3 0.7 5 1 289 289 28 '1 40'1 4 0 '! 409 

i曽 長 46% 46% 25% 25% 25% 在し 在 し 在 し

、メコ

(3) 表 2 施糊法

I-~ て司高1)0.01"""刑 '!ll色テ河川寸:I /l、4 昌也

〆 J娼 1 I 0 

1 屯 2

パ I Ifft a 

品4U
染百 5

フノリ カゼネ-~;τrr;;:;;i種子泊| 水

県

リ
ロ
一
け
一
け
一
川
一
門
一
リ

1 骨 11 骨 8 倍

1 % i一寸7τ7Is
1 % 

'0 合
成
染
料

:'I1}-Y 

エ:J .y 

0.5% 

1 % 1 骨

1 % I 8 

(4) 摩擦係数試験法

7 言矧斗の作り方

厚吉 2m.m，たて，よ己 40 iil1nlの厚紙に両サイド5m.~'fIí.残して，試料糸在紙の中央部 30

醐帽に均ーに巻きとる。
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まきつ係数

H H 
L 4'5四百

一一~主

や一一一一一L 45日冗

(劫測定方法

試料がガラメ板の斜面を海b始める高吉を記録して計算し摩擦係数とした。

0 3 結果

ヤ

同}試料糸を 1日1問摩擦係数のi)1lJ定在行主v.， 3日間測定した測定値の変動Kついて調べ

た結果は，次のと bりである。

表 3 摩擦係数値

て染で色¥弓社Z主E主1日目 27"C75/%RH 2日目 27"C75噛/RH B日目 26"C7 0'搭RH
順也|τ双均

1 I 2 I 3 I I 2 I 3 1 I 2， I 3 

γ .16. 1 ノ 0，24 0.27 0.27 0.27 0.27 0.27 0.27 6 
~ レ/ 4 I 伍 Z 0.26 0.24 0.2 3 0.24 0.24 0.24 0，24 
y 

/ 2 I Jミ J幅 S 0，24 0.2 2 0.21 0.2 1 0.2 1 0.21 0.22 
イ

泥染
JfG. 4 

b〆
0.1 8 0.18 0.1 6 O. 1 6 0.14 0.14 0.1 6 ， 1 

糸
j拡 5 0.22 0.22 0.2 2 0.2 1 0.22 0.22 0.22 I 2 

合
9" '}_;/ 0.24 0.29 0.27 0.27 0.24 0.22 0.22 0.2 2~ 0.22 0.23 s 

成 ェ y .:) 0.2 8 0.3 1 0.3 0 0.29 0.30 。.27 乱24且24 0.24 0.26 5 
染
料 黒 0.26 0.23 0.23 0.27 0.24 0.22 0.2，2 0.2'2 0.22 0.23 a 

4 まとめ

(1 )試験ICJ:る糊付泊予jlJは，種子油Kνyワヮ fl7.， またはライトジ 9コ-y等の併用によっ

て平滑性が良く，特ICV'ャリ Yパイ務担糸は化学染料染糸より平滑性にすぐれている。

(時布海苔とカゼネート併用Kよる仕上糊は糸が堅くて滑べりが惑いようである。

(3) 試験Kより施糊1'1:骨ける参考資料を得たが，糊剤，直美剤等Kよる渡度別試験を継続して

行主う己とKする。
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ツャリンパイ泥染大島紬と化学染料Uてよる

大島紬の性状試験

杉 山 隆 徳 . 岸 田 文 司

1.目的

V ャリ Yパイ泥染大島紬(略.泥染)と化学染料Kよる色太島紬(略.化染)は，品質的K

異在るので両者の特性による相違につhて検討し，加工上の指導資料に供する。

2. 試験概要

設験は，下記試織布の設計に基づき同じ密度と蚊緋の柄について泥染，化染による織布の品

質Kついて比較試験した。

3. 試験方法

( 1) 織物設計

密度|筏
糸

ー 7 麟耳糸， 1 4算古車， 1羽通し，

イ緯緋糸 1 5.5算焼 " 

ウ緋用ガス綿糸 80/2 S 8や今月

ω糊付法

緯

7 緋用糸の糊問屋り=. 布海苔 10唖.

B羽島き，蚊緋

樗

o W f，水8倍

緋配列

イ 経糸仕上糊=: 泥染試料糸を A，B， 

表 2

口と化染試料糸の4 種類~~けて糊つけした。

¥試¥料、、¥糊下、L泊¥斉¥lj ':/';/ワックス ライトνリコー
布海苔 SS >，M807 積子油 、水

泥染糸 A 5 番 1 骨 8 傍

" B 。% l % 1 q島 1個

" 
。 5 % 1 % " 

イ包 染 糸 E % 0.5% " 
L一一一

(4) 鱒緋糸，地綿糸の油亜美

7 泥染試料糸=: f章子油 1唖， 水 1 0倍

イ化染試料糸2 ・ 梅子油 0.5幅， 水 1 0倍

-20ー
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l. ) 

¥._) 

(5) 製機時の経糸張力

表 B

ふで 製紙時 ol 経 糸 猿 力
経緋糸吉司整長吉

温 混 度 緋糸 地 糸

バ泥染糸 9700~~83009℃ SR宜 47.5" 44.0" 5日程--1 0 cm 

化染糸 A 22~zdu 
:; 5i~ 1 8. 2 1 8.6 7 

" B 

" 
8 0.8 7 4. 6 7 

ρ 、目。..，~
ψ 

(6) 品質試験結果1cI:次の!と't，.りであるら '! ~， n 今 I

|背任
厚さ 剛軟度 (4ff'ヵ y テVパ一法〉 防 Vヲ度('"Yサ Y ト法〉

申1m) A 経(cm方)向 B (得師方)向 A+B 
2 (cm) 

A 〈経骨方)向 B(緯骨方):向。 "':"'B'
』、 2

泥 染 布 A 0.144 5.4 3.9 4.7 58.7 【 6.6.3 6 2.2 

鑓 B 0.141 5.4 3. 9 4.7 '64.2 6' 5'1 '1 6 4.7 

a ，q 0.142 . 6.7 4. 2 5.0 6 2..3 6' 3.貝、 J 6 2.9 

化 染 布 A 0.169 6.8 S.O 6. 4 I 5 3.5 5 9.5 5 6.5 

.H B ;o.，r 6 5 5: 9 5.7.' I '.)，5;$， '.1， o 7.白 6 0.0 1" 58.-5 

注、i厚さは1;.0-7所，岡l軟度，'.'防シヲ皮は経緯方向 5枚，各試級布の平均値

4 考察

(1) 試織布り厚吉については，化染布が泥染布医比べで科 0'1円 0:.0211!11l!享いがd岡l軟皮，防

Vワ皮('cついては泥染糸より劣る。

(2) 糊付別については，泥繰糸B法白シY?ヴタス，程;j'-泊c油剤使用の試料糸('cよる織布が

同目軟度， 1!Jj~?性が良く，次('C A法，口法，化染糸K よる試織布の順で事る6 ・

6 まとめ

V ャリ Yパィ泥染製品は，化学書捌染色('c.1:.る色大島紬K比べて柔軟τ防グワ性が良<， 

古た，V'ャ 1)!来と独得の手触りがあるが，色大島紬はペーパーライタK近v>よ 7在感じであ

る。 で、 l' r; I '.' 円、

試験Kより品る程度の相違点がは握でき，指導資料を得る ιkができた。

、、， .' 
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クラフト加工絹糸と非加工絹糸陀よる

、， " 杉山隆徳.押川文隆

岸国文苛.得富友子

1 目的 !

Fラフト重合した絹糸 (;Itラフト糸)と非Fラプト絹糸(;;持自糸〉の染着性と締加工試紙布

Kよる，性状比較試験を行在って，グラフト糸の適用性Kヨhて調べ，指樽資料陀供する。

2 試験方法

(1) グラフト重合法 I¥) 
7 表

と~J一三三

イ オリノール~MM 1\. (メタ7:1りル酸メチル jを添加携排しま示ら乳イt:吉せていき，水

を加えて試料の 5 ， 0 傍査を液にし，燃践を混入し，東作 (~H l) 2S208) す添加して重合

液にする。

ι重合古習に試料糸を畏し怠iJ'ち，除々陀昇湿し， 8 0'Cの温度まで 55分操作して重合加

工虹隠した。.

⑧加工後の試料糸増量率 40，%

ウ グラアト糸の強{申度

表 2 

(2) 織物設計

表 s

密度 古E幅

強

ー糸

経 糸

緋 地

(20'C 65骨RH)

度 伸 度 J
緯糸 経 糸

4 5 0 '1 2 O. a 骨

4 2 7 2 O. 1 

緯 糸 経 糸 緯糸の

緋 I地 配 ヂリ 織込み

15.5算 40 cm 576本 664本
本伽lil i跡 2本緋 2本

1 4 2[Vtm ]14:$:，am!地引地 E本

-22-
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(3) 緋締法

7 経 緋 糸= 14算 1羽通し S羽あき蚊緋

イ 檎緋糸= 15.Q輩1羽通し S羽あ!き蚊緋

ウ 糸抱合数=経緯とも， 1 2本抱合

(4) 仕上糊付在らびに亙業法

表 4

" ) 

l医I泊d酬面、却刻構、却玄4¥7苔五:ZT一1経，縛，餅糸 怪物鳥山 |1酬お通豆Wf玄受3i l l 糊張用組?糸の仕 上糊袖

糊付 (OWf)11 (OVlf) 11 (日

.1 5 ヲ6.唱 8 '1> 11 い

種 子 泊 1 % 1 暢

浴 比 1 : 1 1 ; 1 1 : 10 

表 5

元紅型
糊張用緋糸糊付 仕 よと 1担 付

糊付前 付着益 差 付着率

グト 経緋糸 20'1 22'1 2 1 1 0 '1> 19.5'1 2 0 '1 0.5 '1 2.5骨

ラ
フ系 緯 縦糸 1 5 1じT 2 1 3 3 1 3 2 1 3. 2 

非工 経緋 糸 2 0 2 2 2 1 0 19.5 2 0 0.5 2.5 

四日系 緯 緋糸 1 5 1.1 2' 1 a 3 3 3 4 1 3，0 

l
 

¥
 、、

3. 結果

(1) 表 6 試験布の品質試験結果

iν 隠そ
厚さ 剛軟度〈カ YチVパ一法) 防Vワ度('"yサ Yト法)

伽ゆ 経方向緯方向 平均 経方向緯方向平均

6 1叩B 55% 51% グラ7ト糸 1.48 61mm 61mm 59% 

非加工糸 1.4 1 6 5 5 5 6 0 55 59 5 1 

(2) !/ラフト糸は，強i車度に恥いて，非加工糸に比~，経糸，緯糸の強力が大であるが，伸度

は余b差が在い。

(3) 染色前のグラフト糸はツヤが在<， Iiil!くて総糸をはたくと， i静電気を発する。

(4) !/ラフト糸は炎を出して連続的によ〈燃え絹糸特有の臭があるが炭塊は小宮い。

(5) 綴目長用綿糸の糊付K沿いて，グラフト紙は糊c吸着性が悪いため糊付抱合糸が腰折れする.

(6) !/ラフト糸は，非加工糸vc比べ，湖付糸のツヤが左<，糊液の吸収固着が劣る。

(1) 染色したグラプト糸は湿気を帯びた感じがして 14'C61唖RHで総をはたくと，染色前と反

-23ー



対('e静電気と絹鳴りは生じ竜かった。非加工糸の染糸は 14"C 67唖RHで線をはたく'と i'静}

グラフト糸は手防日工糸K比べ摩擦係数が大守》製織にお・ける針λれ調書室がやや困難であるe

Fラプト糸は，染色の摩擦堅ろう度が弱hため，製紙中K綜統や苧('e色落勾レ}吉た点緋

部分を汚染する。

グラフト織布は非加江織布より手触りは湿気感があってやや硬い感じがする。

め

、:~'
-~.' 

一一.

電気を発生した。

(8) 

(9) 

グラフト糸及びF景フト糸による吉良布は，被染着性と染色摩擦箆ろう度が弱くて色落ちす

ヅヤが在くやや硬いようである。

本試験はFラアト加工時Rj;.ける増量が40唖の試料糸による結果から，増設別による品

質試験を行左う ιとにする。

。。
とま4 

ると，

シャリンパイ泥染製品の色緋模様加工試験

y林実¥":長田宮三川岸田文t司

正子.自久秀信:~{， 

森

有

.'."， 

，" ， 

f'， r 

:<$(訣験は前年度の継続試験せ事るが， 1仕切 1'2反'"'""'1'16;反の伺←緋模様の泥獲染製品の紬

('e，後染加工によって多色緋模様の加工を行在¥n，製品の多様化，高級化をはかる。

ぜ!自的L 

0) 

ヰイ側面fld
s 

憶、度|銭

15.5算

密

2， 

)
 

l
 

(
 

基づいて色別に配色する。

加工方法

織り上げた製品を糊俵きし'一半乾きのとき織布の表装を7イロ y掛けし，毛羽を伏せる。

糊陥号法零明日ヲ:;ニャタ紛0・5暢メイプローガムr;P 0，5骨
.:' 'i i;d可F 白!っ

(8) 配色は， ヱYヅ，費，:P'リ-:; ‘ 一白
.、;. : ;..~ ~-:~;"::-;" ，'" ;、わ '，'1;. -! 

(4) 図案K器づhて 1色毎R，織布の表豪Rついて手描き捺染し，蒸君主処理ム後rc充舟水洗いする。

!i-! 

ト"、一~、

~M-， 

s 

(1) 

(2) 



¥ 
ザ

ミ，〆

」

(5) 加工した純白仕上糊は，布海苔，ライト者リコーy で水繊程度で行1):'^，伸子張り，半乾

燥してアイロ Y処理仕上げを行在う。

4. 結果

(1) 利子;Jtの長所

ア 犠締緋慈の部分摺込み染加工が省け，好みの色緋模様K加工できる。

4J:恥IH鱗 C紬作り VL..l反都配色速いの製品ができ，多搾化がはかられる。 t

(2) .加工上研究を要する事項 h 

7 染料糊液の濃度~Ij<v浸透性と色のK じみ防止

イ捺染後の織布の即乾法 !:y‘ 

ウ 蒸熱処理工程の汚染防止法

エ 級事ーろし紬の地風VL近づけるための，力'1lI布の仕あげ施締法

5 まとめ

与L上のよう在長所または問題等があるが，V-ャリ Y パイ泥染製品の多様化加工として一つ

の指針を得，業界民公表指導した。

手紡糸応用単衣地風大島紬の加工試験

杉山隆徳.岸田文一司. 宕 正子

1.目的

大島紬白多1新包をはかれ消費者の趣好にそうようにするため，手紡糸を応用した単衣地風

大島紬ゆ基礎試験を行在九

2 概 要

(1) 手紡糸 3H'付と大島紬原料糸片燃糸40 fI付を併用して，手紡糸の要因とする糊付試験

を行ない，製織中に事・ける織布の地e夙，性状について比較検討する。

(2) 筏密度 15.5算とし，緋締は，経緋糸は14算古里，緯緋糸は 15.5算筏を用いて 80番ガ

ス綿糸を1羽VL1 0:本通し，.5羽あきの蚊餅締に加工した。

(3) 染色は，化学染料VLJ:る滋紺の地色K染色した。

(4) 経緋糸 38 4本，経地糸 856本，緯糸は 1叩潤 28本打ち込みの設計とした。

8. 試験方法 '. ;.: 

(1) 試験糸の用法及び湖付法

， ， 
0 
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μ 

日 ー

除
経糸 斡 糸 ||i経糸の 糊 l 付: 法

妓通し下 糊 J本糊

緋糸地糸方法 令!i 

i). ".'緋J 糸 B地糸経緋，地糸

1 片燃糸 手紡糸 片燃糸 手紡糸 2本〆羽ι 小シ麦ンワ粉ッ-タ2スS0拷S 
4漫粉 30必
シンワックスS

A "0:5~語 左、閲 0.5% 

E 向上 向上 手紡糸 向上 2本〆羽
液ア設ルソギーン1ダ酸01倍m ， ;'" アルギL被

ソーダ 1%

8 向上 同上 向上 向上 緋糸 l本本/ノ句宮
液量 10倍

法
組除 2 糊付着量 15軍事 糊付着量 糊司着量22%

1 O~届

小麦糊 20言語 地経糸

B 
4 同 上 同上 片撚糸 手紡糸 2本/羽 シンワックスS8

同
O.5~語

2王
町h

アJレギユ徹
5 同 上向上 同 上 岡 上 同 上

リーグ1%
法 液盤 1 0倍

糊付着量 開付着蜜1/ 15% 129哲

¥ 

付糊
司

A
Mけ

付

時

峨

合

工

後

付

制

加

色

糊

る

り

染

土

す

張

を

仕

対

糊

糸

の

K

C

緯

糸

糸

糸
地
一
心
経
も

白

z

地

れ

用

糸

'

何

て

糸

経

糸

は

r

緋

地

緋

量

刊

は

は

経

水

ピ

a

B

は

'

呆

H

糊

糊

糊

量

級

下

下

一

本

締

結

製

試験別| 製 織 性
・1 

地経糸が毛羽立。て，糸切れが多く製織が困難であるが"緋は 。
試 ll 

良〈合、ぅJ
町ド ! 

地経糸が毛羽立。て，糸切れが多く，紙能率は，上記 lと変ら

験| 2 

な也、。糊緋糸がやや伸びる傾向があ"?t:.。

ト一一片言τ五 広7経糸の切れる割制少なむも

A 

試 4 

地合がうす， '0 

糸切れが少ほし上記 1K比べて織易も、。

験ト一一一
B 5 同 上

-2:6ー



{坤 紙上げ紬(生布)在らび陀湯通し布白性状について

表 a (註) 上段数字生布，下段数字湯通し布

織上げ幅
1反の霊

試 験 別
緋100個厚 き 経系密度 緯糸密度 さ推計

耳拭棚) 耳内(恨の の長さ(mm) (開市 (田樹) (師閲) (1) 

試
a 7 6 a 5 2 210 o. a 1 a a本 2 8本

1 
2 9 

5 ! 8 a 7 9 a 5 5 199 o. a 6 11 

4世 872 849 208 O. a 1 11 2 8 
2 

6 7 4 
8 7 5 8 5 2 1 9 9 0.8 6 11 8 0 

A '1 a 6 8 8 4 6 2 0 6 0.2 8 1陣 2 8 
3 4 2 6 

8 70 8 4 8 2 0 0 O. 8 8 ‘ff 2 9 

3 7 2 a 49 2 0 7 0.2 7 11 2 8 
試 4 

4 8 8 
8 6 9 8 46 2 00 0.2 9 ff 8 0 

訂5

869 846 20 9 0.2 5 11 2 8 

864 3 4 2 2 2 0 O. 8 1 11 8 0 

込J

察考5 

5が手紡糸の毛羽発生が少在製紙性につhては，地経糸の本湖加工を省いた試喰B-4， 

く識易IA，

)
 

1
 

(
 

地風Kついては，手触を多く使用した試料程，地風域らかく，温暖感の払納町

る。

(8) 湯通し処理Kよって，単衣地風の要素で畠る厚みを一層高める己とができる。

(Z) 

とめ

(1) 基礎試験Fてよって，経糸が毛紡糸の場合，製織に品・ける毛羽発生Kより，糸切れが多し

殺能率低下iの問題があり，糊付加工民事・ける糊剤， I1由剤とその加ヱ法Kついて試験を行制。

手紡糸応用i'C五、九円c.，従来の大島紬の地風と異在った。重厚在徹物ができ，単拍摘の耕

織物ができ，単衣地風の緋偽物としで"参考資料を得た。

主

(2) 

6 

、F
、 』ダ

縦 配列法についての一試験

子得宮友林実.司.森文岸田

的目1. 

蚊緋がどのよう在形状i'C~るかについて試験し

-27ー

経，緯の緋糸，地糸の配列をそれぞれ変え，

，指導資料K供すーる。



2 配 列 法 .'..i " j" 

-
A
 

円

H
'
 

反崎|度将主5習管1lJ¥目 経配列餅刷込み醐 1柑鐘焼酎腕
ーの 染色の別

緋糸地舟緋糸地糸締後羽勢糸数蚊緋劃

[ 1 [本 B本 2本 4本 [4算 z羽 28&本[44本合成染料による染色

2 I 4 2 3 11 4 ト2.5 116 11 

i 

算
A，2' 11 2 11 

2 11 2 11 
611 144 2 11 

B、lグ 3 11 28811 11 
15，5 3 1411 

0211 3 11 46411 

n"ll/ 4 11 
2 11 2 1，. ， ‘ 2，511 1 1 6 置

2 3211 

4 ι'1 2 2 2 1 4 1.5 384， 1"92 V ャリ y パイ泥染

5 1 2 E 1 1 4 も5 38 <l 192 n 

1 z 2 E 1 3 J.5 320 [:60 合成染料Kよる染色
算 1 z 2 Z 1 8 1.5 320 H 

137  8 
160 

1 s 2 2、 1 3 呂 240 1020 ' 11 

9 1 8 2 8 1 3 2 24q ，120l t 
11 

」一一ー

斗

崎 経方向的関I上下" 155右の点 経方向，点緋位置が離れ i

l l f¥ 4.3， 2.6 かくが長いJ紛で，経緯i、が向、 ているためほ布宿の点緋

Lノ
国軍 、. 骨量

|位置にでるじ状態で布面広 が散在した感1去である。ヘ/
出る.唱

。‘')

織布を見た
属，i陸

経なiげに線方向，点緋 l緯
情/"'-司 3.6 1 3.2 1':方向，点緋 同 上 の筒隔はやや同じよう!被年2 1咽 E 岨 E

¥z/ |なるが，布面の点紛が

、色、余り変らな 在した感じである。

b、。

-28ー



/ 
1、
ν'-..../ 

ー『

試験 経緯糸の交錯 経綿点耕の間カ 考 ， 物司【ι-位，門E司a、

番号
K担ける点緋 く(術m，) 経 緯方 向 経緯点緋の

所 見
の形状略図 経方向 練方向 点制?の位置 交錯状態

は¥イL"1/ 41 
従来の点耕と悶C.

t 引:
である。 4将司類の配列法の併用IL

2.9 2.6 向上 より，布i!iiの車1rが蔭影の

へ幽//‘¥品
上下，左右の点緋

感じを与える。
で経緋の出方が同

じ状態で布面に出
ポカシ調緋模様の応用K

る。 効果がある。

3 

.・e
_/' "'"何 従来の蚊餅と同

¥吋/
じ。

， 
2. 9 3. 2 用上

経の点緋が上下，-
ノ‘ 左右呉な9 た位置

-4¥tt 

" = ~/.' 
に交錯して布面に

‘' 
出る。

1/、1!¥7‘t 11 4-IE5算
試験番号 6.7は 13算密

4 司 2.9.1.1.9 経方向の関 皮である杭 1 O S ~事密
&， 

向 上 J支に劣らない微密な点単jド
¥a ， 6-13 算

6 1 .... J: .. 邑::. 1 3. 1 12. 3 かくが長い 形状で;b;:'。

試匝番号 4 は比較的 I~緋

5 

S昏主、YA4Lノ主 1 ヨ

5 - 1 5.5算 位置に点紡 上下，左右の点緋 が鮮明であるが，試険者
2. 2 で経緋の出方が同 号 5は経緯緋が散在する

7 7 - 1 3 算 がでる
じ状態で布面にで 形とな。て，布商古白け

2. 3 2. 3 る， Tこ感じ陀なる。

... 
“/  ，，~ 経，緯方向

同 上 布面白蚊緋が微密で1O. 
8 。‘ ~‘ 3.1 3. 1 

"-._ 4-/ が殆んど同
5算密度時らない制の|

•• じ閃かく位経の点緋が上下， あ

/ " 出方でる。

9 .ー! ".! ー
3.0 

¥ / 
IL交錯して

でる 出品。
.， 

L一一L 

以上，緋の配列試験による，点緋の形状，品質等がは裂でき，緋模様設計の応用ならびに

加工指導的基礎資料を得た。
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製品の開発 多 様 化 (ζ 関する加工試験

目的

大島紬の特性を生かした新しい用途の製品を開発して，産地製品の多様化をはかる。

1. 婦人用緋帯地の加工試作

b 

森 林実.長田宮三.岸田文司

自久秀信.吉 正子

(1) 概 要

7 仮織糸捺染加工法を応用して，同一模様を，配色を変えて加工し，表裏使用できる，

婦人用む全通網Kよる袋帯の加工を試みた。

イ 全通柄。帯寸法及び配色略図

hfJ 

(司織物設計

密 度 l震幅

』ーーーーーー』一一，-ーー一一一一一
算事j

1 5.5 

糸目付
締さ締綿糸

H直し

1 3算107b )'. ¥ノJ

34cm 40V付i経糸 Z

L__:j竺主1
(3) 加工法

7 仮犠糸む経糸を伸ばして，型紙を用いて，前記 1-2の帯寸法K基づいて，配色目IJ('C

捺染加工4蒸熱処理歩水洗->乾燥

イ 捺染経糸を右端からの糸順によって， 1 6本づっ本綾 (7ゼ)托してカタ y糸で結ぶ。

ウ 1 6本づっ本綾をカタ Y糸で結ぶ時は 16本の糸順を正確Kする方法として，本綾の

右端の糸1本をカタy糸で結ぶ。

エ ーと記方法を右耳方向から左耳方向K行在づた後;， 1 6本抱合を 1本として，荒綾忙し

て，湖付，糊張り加工を行在う。

オ 上記(4)の糊付抱合糸を荒綾臓に俄締して，緋荏の抜染加工→後K餅楚の会解する。
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前述の緋糸順序K応じて，綿糸の仕上湖付を行在い，地経糸と配列して機かけする。

地緯糸は配色~IJによって一色の糸を織り，経緋綾様が部分的Kずれる場合は，針入れ調

整して，模様を整える。

カ

キ

呆結(4) 

己れまでの加工法Kよ勺て 2本分の耕模様の帯地民税あげた結果は次のと骨りである。

区き 色 相
繭 (師〉 長さ (m)

表 義

③ 3 2 9.1 310 白地に耕 白地にエンジ緋

@ 
ピンクグ幼リ児

3 2 9.2 5 320 ピンク地K黒潮F ーン緋

7 

1本の帯が両面使用で上記， 2本分の試作品を袋帯K縞製加工したが，年令K応じて，

きる緋模様の帯として，所期目的を逮し，業果に公表指導した。

イrJJ 
婦人用半幅(単衣)帯の試作2 

子友富4号司.文回岸

的

手頃な土産品用緋積物として，厚地風の半幅単衣帯の試作を行在ヲ。

概要

目)
 

l
 

(
 

(2) 

線緋による簡易在市松模様を減幅問K構図し，経糸は従来の片燃糸，緯糸は片燃糸を 8本

引き揃えて，薄糊付けによを抱合糸を使用し，併せて玉虫調。地色になるよう染色加工レた。

模様略図
経線緋
黒地IL白緋

6 6 

(8) 

1 3 0羽

3 6羽
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ω 織物設計

| 

I 1 3算

額
経 糸} .， 

度 餓
緋 糸 地 糸

割 1 7. 7ηs 7 2本 392本 8本抱

緯→一糸 I

合~ 1 4本/叫1

緋構成

線緋
経 2 品

配列

経総緋

染色

合成染料により染色

(時結果

ア 色調は，合糸Kよる緯糸の色調が布面Kでるが，見る角度Kよって玉虫調の感じを受け

る。 (J 
イ 1本試敬した結果，紋上り幅 17槻，長吉 34 2米，重吉 19 0瓦で手頃在土産品とし

て目的を達した。

3. 緋服地の加工試作

森 林実.長田宮三.岸田文司

自久秀信.宮沢ト~:r.

(1) 目的

前年度の継続試験で，本年度は地経糸捺染VC;シける色相を，わ古び色の濃淡にレて，緯緋

と併用じ，婦人服に加工試検した。

(2) 概要

経の仮綴糸K濃.淡の木目模様に捺染加工による，経糸の総縦模様と，緯緋による従来の

竜郷柄の構図を併用して，広帽の大島紬を試作した。

(3) 織物設計 にJ
銭幅 羽数密度

経糸 締 糸 糸目{ミ 柄合 釜数
線紛の 綿糸打

仮織糸 相}糸 地糸 構成 ち込み

算期l c77i 羽 本
2ノ23cLm '6本c:m 

il't-J竜郷柄 釜本緋 21品 緋 糸2本

1 3 5.0.6 78 8 1.57 6 45 I I 4.5 総緋 15品 f地糸2本

仏)加工法

7 経糸 1，5 7 6本を仮織し， c.れK木自の波淡による経流れ模様に捺染加工，蒸熱処理

イ 捺染の色相は，仮織経糸の全長をこ6H..て，色遣いの木目1新撃の地色とし，同じ構図を

配色により二程調の広幅緋織物として加工した。

ウ 上記による，経糸模様と級締めKよる緯緋竜郷柄の併用KよるsF!Jli挟様vc試紙

エ 続機は，従来の手電車機の改良試作の広幅手織機を使用
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，
 

、
わ

(5) 

7 

結果

織上生地

瓦会長 4幅〈勿〕 長吉〈叩) 重吉(ii') 備 考
.' 

A 5 7 5. 5 3 4 0 

B 5 7 6， 6 4 0 0 . ..~ . . 

ーへ
、、-41

イ 上記二点の試作品は，経捺染による総緋の色相と，竜郷欄直特の線緋在らび.11:点紛が交

錯して，それぞれ特徴のある，広岡大島紬にできた。

ク 見る角度Kよって，玉虫調の緋模様i'L在る。

エ経捺染i'Lよる滋淡模様と，竜郷柄。部分的総緋φ併周i'L.J:っτ，模様の陰影効果がはか

られる。

ォ 以上二点については，ツーピースに服の型を変え，仕立加工したが大島紬による婦人服

地として，概ね良好で目的を達した。

4. かべかけ用緋足並物の加工試験

森 林実.長田宮三.岸田文司

自久秀信.吉 正子.

(1) 目 的

室内装飾用織物在らび1'1:土産品用紙吻について，広幅紬による壁掛地の加工試験

(2) 概要

経糸ならびに綿糸の仮織糸K龍と波の模様を色~IJ i'L型紙 J:捺染し， ιの捺染糸を織締した

後に地色を抜染加工し，広幅の色緋(点緋)激物Kするよう加工を試みた。

(3) 緋吻設計¥.....-

経 糸 緯 糸 締筋 模様の 1併 糸
密度 餓幅 羽数 鮮) 長さ 抱 合

一、 緋糸 地糸 緋糸 地糸

算割 cm 羽 本 本
1

14本 14本 経 14 経 16本

1. 5. 5 49.2 7 B 2 7 2 4 800 ρ， パm 栂 15.51 1勿Z 緯 12本

一一

(4) 加工法

7 経緋糸

(升仮自主した経糸K模様を捺染し， ~苦熱処理後K水洗する。

: (1)捺染した経糸を仮俄幅の右端から左端方向i'L1 6本引備えて l本氏し本綾を給ぶ。
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己の場合，本綾を作るカタ y糸~ 1 6本抱合糸の右端 1:本の糸を結び順位を正確托す

る。

{ウ，) 1 6本抱合糸を 1本にした経糸を右端から左方向にそれぞれ荒綾を作り糊張り加工す

る。

(ヰ 緋締、制定の妓染吋i慈の会解・号仕上湖付・舎緑地糸と配列・機掛け

イ緯緋糸

(升 6本引揃えの緯糸を 1樋平均 14本打ち込みにして，経方向ーの模様長さに仮織し，捺

染加工

(4)締加工用糊付は，仮織捺染糸の，片方の耳糸を残し他は会解じ;'..6本ヲ1mえの糸宮本

まとめて引糊して台K伸ばして張る。

(坊締加工は(1)~;j;'1:tる耳糸の綴込み願~よ勺て， 1本宛械締を行う。

(坤 緋涯の抜染吋持荏の全解温場枠令官巻き→製織

(5) 結果

7 盛掛用試f肉 1放の織上げ幅4.6寝，長さ 90糠，重吉 45瓦

イ 経，緯蚊緋Kよって，吉置と波の模様を概ね表現できたが，蚊紺の色相が不鮮明であった。

ウ 上記問題につhては，加工試験を参考K継続して試験を品・乙古う。

5. 柱掛け用緋織物の加工試作

(1) 目的

手頃在土産品用緋織物の試作

(2) 概要

岸 田文司.長田宮三.森 テツ

奄美のハイピスカス模様~，和，静の文字を配した構図を，緯総緋で表現するよう加工し

た。

(母織物髄十

緯 糸 緯緋糸 緯 構 成

密度 依縮 羽数 経糸 模様 地あき 目{

部 分 部 分 締 餓 ハイビスカス 文 字

，算 C1u 羽 本 312 3ノ0/本m:tーI 1 8算 107品
手口 4 1品

4 t 
1 8 4 0 720 1.440 静 5 3品

但)紺締法

7 ハイピスカスの花模様は， 1 8算筋を用いて，締用ガス綿糸 80番双糸， 6彬全目通し 2

羽あき蚊緋締

イ 文字用θ緋糸は，線餅θ両サイドK相当する部分を 6木々 3通じ，他は綿糸を通さずK織
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締する。

ウ織締涯 略 図

⑥経ガス綿糸

③ J 

綿口織

ガス綿糸

朝時 糸 う

ー

/ ① 

) 

③
 

連

続

一

枚

の

締

遊

状

LLム;/ 
地あ色部

(5) 摺込染法

7 上図①の白紙綿糸部分K配色別K印をつける。

イ 上図@の部分K色~rJ f'[摺込み染して，c.の部分が色緋に?なるよう K加工した。

ウ 蒸熱処理咋水洗緋濯の全解参管巻

(6) 結果

7 緯総緋によって，ハイピ弓カス模様と文字を図漆f'[近づけるととができ先.

イ ハイピスカス模様と文字の働緋糸が汚染によって，若干黄味を帯び，地畠き部分とに色

差が生じた。

ク 使用する額縁の形状〈扇形，量産形，井形等)を変えて，試織布を装置して検討したが，

(~〆 手頃左土産品の緋織物として概ね所期目的を達した。

抜染法による泥染 l大島紬の緋加工法

K 関 す る 研 究

丸山武満，江藤清隆，臼久秀信

L 目的

従来泥染紬は緋穫の地色をV ヤリ Yバイ染色し製品化しているが，c.の試験は緋謹を染色す

るのでは在く，総糸で染色した糸を， ~査経，緋締めした後，緋慈の地色を抜染する新しい加工
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法の泥染紬を造る目的でお・己在οった。

2 試験概要

2 - 1 銀糸の染色試験

νャリ Yバイ染色はV ャリンパイに含有される玖 yェy設や色宗と泥の鉄底て・染色す

る独特ま植物染料σ瀦染漁色法であり，その抜染性Kっしぺて武者責し走。

試料~30~付き経，精糸をヤ記Kより染色
染色法(劫 ! 

A尚 一

熱→石→染→染一棟→染→乾→熱→石→染→染→染→染→乾

→凶→熱→石→染→染→染→染→乾→熱ー〉石→染→染→染→染

→乾→回

染 色 法 ( 国

染→石→染→染→染→染→石→染→染→染→染→石→染→染

→染→染→石→染→染→染→染→石→染→染→染→染→乾→田

→ 染→染→染→染→石→染→染→石→染→染→染→染→石→染

→染→染→染ー+石→染ー〉染ー〉染→染→染づ石→染→染→染→染

→乾→臼

備考

上記染色法の説明

熱.....“ Yヤリぞバイ被?罪弘法で約8時間浸漬放冷する。

ー〉・・・・・つ宮の操作('c移る。

染…・・・シ b リYパイの冷液で約 2分間もみ染めする.

~右・…..石灰水で操作する。

乾……可染物在乾燥する。

回……田んぼの泥水で染色する。

2 -2 緋加工試験

大島紬の緋は地染する場合と，按染レて制?を造る場合とは蚊緋C太古:I!'呉在り，製品

の良否K関係するので，下記によ b最肋日工した。

緋加工の謝斗は上記凶但)で染色した糸を各々， 2手取りで繋経糊張りし，下記Kよ

って餅締めした。

緋締め法 (1)・…・・ 80脅ガス綿糸4モト締め

fI 11 (司…… 5モトグ

/1 H (8)・・.... 6モト H

2 - 3. 故染試験 μ 

泥土で染色した，鉄分と V ャリンパイのタ Yニ Y駿や色素を按染し在けれは在ら在い

のも下記Kよって抜染した。
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匂

一μ
l
)

、

2 -4 

抜染法 (1)

311'/ι穆改冷液で 15分冊操作→水洗ー→3S>/.止移酸冷液で 15分間錬fト令水洗→

311'/ιハイドロサルフグイト液 90'Cで 10分間銀染→水洗→3'1/l"、イドロ

サルプザイト液 90'Cで 10分間抜染→水洗→211'/且移酸冷液で 5分間操作→水

炉 211'/ι鴎冷液で 5州操作→水炉乾燥

抜染法(司

311'/ι キVスドB冷液で 15分間操作一歩水洗一歩 3fi' / e.キVスト B冷液で 15分

間操i'F-→水洗→3'l/e.ハイドロサルフヮイト液 90 'cで 10分間抜染→水洗→

211'/ι穆酸冷液で5姉鳴併+水洗+乾燥

抜染法 (3)

H'/ι穆酸冷液'で 15分間操f争→水洗→l'l/e苛性ソ-，，'冷液で 15分間操作

→水洗→8'1/e.キνスト B4封液で 15分間操fト+水砕→O.5'l/e.苛性)1-"'"及

び 311'/ιハイドロサルフ"イト液 90'cで 10分間抜染ー+水洗ー→2'1/ c移酸冷

液で 5分間操作-+7.k洗→乾燥

化学染料による染色試験

上記陀よって抜染した誹に化学染料で色彩を治す必要があるので，下記染料の摺込液

を調製し抜染した糸と白糸に各々措・込染蒸熱処理して各色の明度彩度を調査した。

染料名

イルガノーJレブルー BS

イルガノールプリリアントイエロ -3GL

7;/スラセyνヴドG R

司Jレず，.7.;〆7手。:ド2Gb
11 11 パイオレット RL

フワストグりンGB

2 - 5. :1重量婚の調査

大島紬はVャリ Yパイ染色によって，糸が太く在るので泥染紬を製造する場合，染色

Kよる増量を勘案し1紬加IIi在されている。

特~c.の試験は染色後，さらに抜染するので従来の泥染紬染色と増量が異なるものと

息われるので， ιの試験による重量増を調査した。

従来の染色は40幅穫庭増量するれ ιの試験では約 20骨増量する己とがわかった。

2 -6 強伸度の調査

乙の試験はジザリー Yノ吋i染色や銭染を:j;.己在うので，潤糸!の脆化の状態を調査した。

結果ば:r記表のと:j;.t ，やや脆化しているが，製品化Kは，支障在い強伸度で畠る.

! 色前|染色後|抜染後|

「五一日つ画一度五つE下両--Iil争 _I_f!._一度一一 i 十 lL二竺とよ 20土斗!ど三J_'ー骨 l色4011' 116.8骨!
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2.....:.. ' 染色盛ろう度試験 λパ<' :; ( . r ~:: 日}'"

.ilt料は抜染後化学染料で摺込染した耕、糸 1， i 

決たく試験H ・H・日本工業規格A~1 号法ラバード担"__:""#， I.一

汗試 験 … . . /1 f! : "B九法九 J

摩擦試験・・・…学援型試験機

曜ろう援試験の結果は下記表のと，.:t: 

→---~ー | 洗たく試験布で子三友コ一夜7士
試検項目|一一一ーーァ一一ーで汁--で一ーァτ で r

|変退色リー符ィ宮程変退色!汚染、

仁亙忌界 i4 級!.4級 18級 戸可

μ 

4 級

:? -8 製品化試喰

実用化と潟品価備について検討するため， ιれまで試議bた，

って染色，緋加工，抜染仕上加工レゼ製品化試験官主・cl1，i:;つ売。

VAa 
k
 

の戒
も
・

d
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i
 

法方合
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J

好良

¥ 
」ノ

3 結果 " 

3';~"1' 抜染試験。結果は，染色樹司法で染色した緋でz抜突は(8)の方法のものが白抜の度合

け良h結果が得られ?と。

3-2 緋の締め方別の抜染筑殺は，吠iJiの大可きが大!1."1ti出て適するか。

さらK抜染Kよって緋矯めしず坊主担した部分. ~p ち県宮?の部分まで抜染1されコていない

かを調ーまするため壮ι在ったが

その結果は (2)(副 c緋締めがよ h結果が得られた.

3 -3 化学染料で摺込染した色の明貫等は抜染した。

糸凶淡h茶味を帯びているので，白糸氏招込んだ色より明馬界び核広がやや低いが実

用化及び商品としての色彩は大体得られた。

13sdι4 重責l増tc:つhでは 20 骨程度増資するので，加工氏当つ宅は己れ~'沼Tる量自の糸在

使用し;J:ければ在らなh 己と。

つ智K綿糸め脱化の状態は製品化K特tEJ島影容は左〈染色の軍基5う度も良好左結深が

イ号られた。

8 _;_ 5' 'm:!晶化について

現在生産している泥染紬は地色が黒色で，柄は色模掠~1，i:ってhるが， ι の研究陀よ

""_，".-(地もは淡色で緋か黒色白新規の泥染料1が生産されJ製品の多様11:;がはかられる。

また数染しでかち摺込染する乙と rcよって，;J也色は黒色で柄模様。泥染純也生産され

る己とができる。

3:"" 6 J;ιの試験rciる利長と欠点

. jfij 点

(1) 緋廷で染色し在いので，染色にb ける， ιすり傷識による，.絹糸ρ脆化村正染が

u 
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(2) 増量が少在く，糸切れも少在いので，織易いか

(3) "部分解きの必要が在<.摺込染や仕上げ方l1I等が，従来の方法より省略され加工ゴ

ストが安くなる。

欠点

(1) 増量が少在hので，その介太h糸を熔入する必要があるので原料糸代がやや高〈在

る、.

(劫 摺込染した色が従来由紬よりやや鮮明で在い。

白抜法等については継続じて試験を品・ι在う予定である。

γ ャ 1)Y パイの性質と染色の関係 11[ついて

丸ー山武満.西 決造.棟 利一

1.目的

泥染大鳥紬はV ャリンパイの煎出。椛と回 Å)~ の泥土で染色するのであるが，

昔日色性について鍔査し，染色法の改善や指導資科『亡する目的で試験した。

νャリ Yバイむず

一、

2. 試験 概袈

2 - 1 ν ャリ Y パイ K含まれているタ Y:YIl!lについて':Y~リ Yパイむ煎出液はタ Y品 Y酸

を含んだ赤茶色の液である。

己のγャ1)Yパイのどの部分K多くタ YユY酸が含んでいるか調査した。

シャリ Y バイの煎出法

約 20年生のシャリ yバイ原木の祭，小枝，皮，皮を含む幹，皮の在い幹，根，各1:1.'<

30Ki例'1:.)1ーダ灰 40 '1を加え 10時間煎出し....80 .tの煎出液を採取して調査.，試験

者守お己な.."t，こ。

タ Y:Y~担の含有f置の調査

各部分別の煎出液のタ :，/==-y酸の含有曹をロイヱYサル氏法D定号司法で調査した。一

結果は下記のと孟・ T.

各部分別 lK!t~対し

業 5.7 8 2 '1 

皮 15.879

皮の左い幹 且58 ~ 

小枝

反在含む幹

根

7. 1 8 2 

4.531 

6. 1 8 8 

2-2 色素む含有最ゐ調査 t 

シャリ YパイKはタ ;1'.=..;/般の外K赤茶色の色素があるので，己の含有量を調査した。
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測 定法

前記2-1('(よって煎出しだ各部分別の煎出液の滋援を分光光度計で測定した。

その濃度は下記図表のと恥りの結果が得られた。
b L  t 白
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染色試験

γ ャリ yパイの各吉正分に含古れているタ yニY酸や色素が実際染色した場合，どのよ

うに染色されるかにつ凶て訴険した。

試料

可染物は.0'1付き緯糸

染料は 1-2¥ICよって煎出したVャリ yパイ液

染色法

染→石→染→染→染→右→染→染→染→石→染→染→染→石→

染→染→染→右→染→染→染→石→染→染→染→染→染→乾→

田

備考

上記染色の説明

染…・・・ νャリ Yパイの冷液で約2分間もみ染する。

一和・…・つぎの操作に移る。

活……石灰水で染色するe

乾…・・・可染物を乾燥する。

回一..，回IJまの泥水で染色する.

染色の結果

上記によって染色した糸の染色漣度を介光光度計によって測定した結果は，下記図

表のと:j;.þ 染色議凌はタ~.=.y酸や色素の含有量K順じて決厚¥IC染色されている。
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400 420 440 460 480 500 520 540 560 580 600 620 640 660 

mll 
波 長

S 結果

試験の給呆，タ ;1'::::.;/竣及び色素ともに， νャリ yパイの皮の部分K一番多〈含んで;j;.t， 

つぎに根， ，j、枝，皮を含u幹，策，皮の在い斡の慣に少屯<，また染色濃度も乙れに順じてゴb

hν ャリ Yパイ木全体K染料が含んで;j;.り，泥喰大島紬染色の染料として有用在ものである

ことがわかった。

資源活用の面から従来染色11:使用している，皮を含む幹だけで在<，νャリ yパイ C原木全

体の利用を勧め在ければ在九在加。

土質とシャリンパイ染色の関係bてついて

丸山武満.商 決 造 . 操 利一

1 目 的

泥染大島紬は，.:yャリ Yパイの煎出液で染色した糸を田んぼの泥で染色して黒色K染色する

のであるが，現在染色K使用している凹んぼの土以外の各苛辻l買の中にどの程度の鉄分等が含

-42ー

u 



'-..，，) 

J 

¥、J

んでいるか調査し，さらKその染色住民ついて試験した。

2 試験概要

2 -1  土質別の鉄介等の含有量調査

開斗の各土の鉄分等について分析調査しむ

モの結果は下記表。とを b

2-2 染色試験

実燥染色した場合どのように染色古れるか泥染大島紬を染色する方法に準じて，下記

Kよって染色した。

染色周V ャリ Yパイ液白採取

νャ1);/パイ 3OK91'L 40 '1のソーダ灰を加え 10時間煎出して 8O.e.の染液を採取

染色法

染→ 石 → 染 → 染 → 染 → 石 →染→染→染→石→染→染→染→乾→

回 →染→石→染→染→染→石一明→染→染→石→染→染→染→

染→乾→回

備考

上記染色法のg~耳

染H ・H ・γャリ yバイ被で約 2分間もみ染する.

石.....・石灰水で染色する。

回……回λ況の泥水で染色する。

一歩・…・つぎの操作I'L移る。

乾…・日可染物を乾燥する。

但し上記泥土の染色は乾燥した各土 1ゅに水 2t を加えた泥水を用い，~ャリ Yバイ

液で同-I'L染色しだ糸をゐ各々 染色した。

染色。結果

染色した'系は下記のよヲ化染色色された

1 畠一空J Jー竺-LL土竺よ互一竺-竺ーと i
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染色され寄生各染色糸の色相及。濃度貴分光光度計で測定した溺直率を図表K表わすと下記

のと;j;・りと在る，

0 νャリ Yバイ染色見本

X 現岳使用されている土

@ 黒 土

J A 赤土 ， 

A 畠土

.-'----'---斗一ー一一ー」一一一ーーーム一一ーーー_J___J一一句町一よーーー一一」ー一一一ーよー一一-

460 480 500.520 540 560 580 600 620 660mu 
波長

8 結果

以上の分析及び染色の結果は赤土と畠の土の方が現在使用している土より}鉄分は多11"('(:もか

かわらず，染色濃度は低い結果が得られた。

己れについ℃ば次のよう在事が考えられる。

赤土と畠の土は通常乾燥しているため鉄骨は空気中で酸化古れ，滋イ蹴と在り，化学的('(:タ)/-=

y酸，色素と反応し在いため媒染の効果が在〈染着し在かったものと考えられる。

つtf('(:黒土は幾分鉄塩の形で残存しているので己れが媒染の働曹を晶し，やや黒く染色された

ものと思われる。

一方泥田の泥土は通常水中('(:ある己とや，空気1'1:J:l>;;i化は告己主われず，吉らに泥土中Kは

還克性の菌治生存していると去われているが，己の還元菌が泥土中の鉄分を遊元して，化学的医

活性左鉄塩の形('(:在っているため媒染効果が大きし染着が良好に在ったものと考えられる。

っき(Vc泥巣大島却は一種独特の黒味K染色古れる。己れは前記泥土自分析結果鉄以外1t7"ルミ

エクムやカルダ世ム等も含まれてhる乙とからして，鉄分以外の7"Jレミウム塩等も媒主主の働きを

在すため独特の黒味K染色されているものと忠われる。

-44-
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島内産藍による染色試験

丸山武満.江藤清隆.自久秀信

L 目的

大島紬の藍染は現在，阿波藍で染色しているが，有美に自生している古来の援を利用する目

的で試験した。

2 試験概要

2 -1 泥藍の車鑓

試験に供した藍~島内K自生している藍匂E球藍〕己の琉球藍の生禁から泥藍〈ィ y

ヂゴチv)を採取レてから藍建てlしで染色する古来の方法で本年度は試験した。

瑳草〈葉，>1;を含む)6 01(9を寸分漬かるように水を入れ， 3白目 Kその叢草を除去

し，その水被に石灰 2K9を加えて椛持してから，泥涯を沈澱古せ， 6時間後κ上澄液を

除去して約 31:訟の泥藍を採取した。

2 ~2 建建法

1:記によって採取した泥藍

清水 cm湯)

メリケ Y紛〈熱湯で溶解したも(1))

3 [(9 

5 0 l-

20 0 ~ 

苛性ソー〆をJ'，H ，1.1.)'1:1，;:るよう加えて薩建てを在す。

2日後プドー糖20 0 fJと湿湯2l.を加え苛性ソ-"，"宅 PHll tc調整撹持して放

置， í主らに 4 日，及び 6 日並びtc8 日目 ~J 2日目と同様藍発酵還元を促した。

1 0日目K藍の発酵が十分と在ったので 20 0 ~の石灰を加えて発薄を止める府

2-a 染色試験

司染物 3 0 !1付き経絹糸

し 上記可糊を 2-2によって発酵した藍抑制分間染色後平均K絞 t，空気酸化K

よって発色させる。

ιの操作を古ら tc2回繰返して淡藍色K決色した。在ヰレ己の染色と比較対照するため，

従来の援による淡藍染した糸と共に下記陀よって試験した。

緋加ヱ ι 、

上i記淡護染した 2種の糸を大島紬加工K準じて，緋締めした穫を，:/"ャリ Yパイ液 60 

回，泥染 4回染色して下記のお換を在す。

併の部分抜染

5ノャ 1):yパイ泥染した制廷を部分解きした後下記Kよって部分抜染を在す。

7 ミラヂ γD 3!1/ι 

苛性Yー ダ 2 '1/ l-
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8 0 'c;で 10分間

8 結果

8ー 1 泥藍の製造は水中K長〈キくと，水被1)‘腐敗の状態となり， W面に精出して浮いてい犬

背藍分が左く在る状態が現わ札たρで，1:の磁草の取出し時期K注意すると共に この

ようにな。た藍の発i梓や染色試験をお己なう必要がある。

2 - 2 議建試験はスク宅建と変り在〈発待還元された。

3 - 3 染色の結果

淡藍色K染色した糸は従来のスFモ護で染色した色と比較検討すると，染色濃度Kよ

って異在るが， ιD試験vcおいては従来のスPモ藍よりやや〈すんでいる感が晶る。 J 
3 -4 緋の部分依染は，部分按蜘状況や抜染後の淡藍色の変色状況等を従来のスクモ箆の染

色と大差はな柏崎呆拍可専られた。

4. まとめ

大体順当在成果が得られたが産主主の実りC時期ゃ泥藍の製造法Kよって，発博条件や染色し

た色彩が異在る£う K思われるので， ι;(L容について，さらK試験検討を骨ιまう己と托した

ν、。
つぎ('C:/'ャ I)>'パイの先染にも十元利用でをるので，地元作自生している琉球瑳の伊J司Kつ

hて指導するιと『亡したいe

左事・本年度;j;ι在った泥藍製造法で在くタデ建方式の"'-.;7モ製造法陀ついても，今後武唆す

ること陀レたい。

シャリンパイ染色に闘する研究
U、

赤塚嘉究.，仁科勝海.押川文隆

1.目的

グャリ Y パイ煎出時の探液fまと挽芳の関係，金属混在 νャりンパイ液K添加したときの染着

等を調べ新しいシキリンパイ染色法を探究する。

2 試験概要

調査 1

市内グャリ Yパイ染色工場の染被調査

項目

PH 

タ y~y分 (KMn 04 vcよる滴定)
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問形介〈蒸発残留分)

結果l'i表のとj;.りであった

1 工--...._場¥名九............_「項下-_目 日PH タ Y ニ ; /7子 国 形

里村染色 I，場 4.7 2， 7 7 5 pp m 5， 8 4 8 ppm 

永田 fI 5.0 2， 9 2 3 6. 6 0 7 

栄 fI 5.4 2， 9 4 2 5， 3 7 6 

野崎 fI 4. 9 2， 1 0 1 5，2 5 0 

徳 • 4.7 2， 9 9 2 7， 8 1 7 

回 中 fI 4. 8 2， 5 8 4 5，4 6 4 

福山 4.8 1， 8 8 0 4， 6 9 9 
γ 

fI 

生 田 • 5. 4 2. 7 6 2 5， 8 5 2 

中村 fI 5. 8 2， 5 9 4 6， 6 6 3 

平 均 5.1 2， 6 1 7 5， 9 5 3 

調査 2

市内染色工場の染色工程調査

下記のとお・りであった。

生田染色工場(あい下染地糸)

染→石→染 X 3→石→染 X 3→乾→熱染→染→石→染 X 3→石→染 X 3→ 

石→染 X 3→石→染 X 3→乾→熱染→染→石→染 X3→石4染Xa→乾→泥

→熱染→ 泥

栄染色工場(あい下染地糸)

残染→石→残染 X 3→石→残染 X 3→乾→熱染→染→石→染 X 3→石H

染 X 3→乾→熱染→染→石→染 X 3→石→染 X 3→乾→熱染→乾→泥→

熱染ー〉泥

里村染色こE場(地糸)

残染 X 2→右→残染 X 3→石→残染 X 3→乾→残染 X 2→石→残染 X 3→石

→残染 X 3→ 乾 → 染 X 2→石 →染 X 3→石→染 X 3→乾→染 X 2→石→染 X

B→石→染 X 3→乾→泥→熱染→泥

注 染 …・・・もみ己み染色

熱染…'"煮沸浸染

E主染......残波でもみ乙み染色

石 H ・H ・石灰液処理

乾……乾燥
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泥・・・・・回の泥Kよる染色

Vャ 1);/パイ採液量とタ:;/.:::.;/捜度

νャリンパイ['l(木を砕断械で細析，

実験 1

¥._) 
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図1. シャ

実験 Z タYニ Y濃度の縫目変化

(2).， (a)， (5)のV ャリ Yバイ液につhて測定した。結果は図 Eのと命りであった。
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¥) 

G 

。!
1 2 s 4l.. 

採液量

図S γ キリ Yパイ採液量と PH fコ

実 験 3 ;/ャ 1)>'バイ探被最と PH

結果は図 Sのと品・りであった。

実験 4 PHe:>経日変化

(8)白 Yャリ y バイ液の経日変化の例を図41'(示した。

6 ー一一一一____. .-~一一一一一一ー一一.______一一一・
5 

4-

「一一一
1 2 8 

函 4

4 5 6 7 

経過日 数

PHの経日変化

実験 5 ;/ャリンパイ採液量と染着

::;::;::ーと"'"'こ~ミ'"

-8 ~ . 10 11 12日

下記工程で染色し，その重量増加の測定から染着の度合をみた。結果は図 5のと卦りで

ある。

染色工程

染→石→染 X3→石→染 X3→石→染 X3→乾→染→石→染 X 3→石→染X 3→ 

沼廿染.X8→乾?でタ染→石→染X 3→石→染 X3→石→染 X3→乾→染→石→染X'，3

→石→染 X 3→石→染 X3→乾→泥→熱染→泥
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実験 6 染被更新 10回以下の染色

(妨染被更新 10回以下在目指して染色を試みた。工程在示すと次むと志のである.

100 "" 
I~ヒ=ミュ~ミ=ミ=

重 ¥ 
----、~ーーー---

-____、ー--ーーー-

----------一~

量

増r

n
U
 

5
 

E
 

a
唄

M

い円 f 一)

¥.) 

。
2 s 

「

4t 

採 液量

図 5. ~ャリンパイ採液量と重量増加

(1) 熱染→石→乾→熱染→石→乾→硫鉄→熱染→硫鉄

(2) 熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→硫鉄→熱染→硫鉄

(3) 熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→慌鉄→熱染→

硫鉄

(4) 熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→

乾→硫鉄→熱決+硫鉄

':y <¥" )) :，/パイ液K木鉄o.1居混合の染被使用 υ 
(5) 熱染→石→乾→熱染→石→乾→慌鉄→熱染→硫鉄

(6) 熱染→石→乾→熱染→石→乾→硫鉄→熱染→乾→硫鉄

(η 熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→硫鉄→熱染→硫鉄

グヤ 1);;/バイ液11:木鉄 0.2唖混合の染液使用

(8) 熱染→石4染→乾→熱染→右→染→乾→熱染→乾→泥→熱染→乾→泥

(的熱染→石→染→乾→熱染→石→染一時主→熱染→右→染→乾→泥→熱染→泥

ハ‘ (1()..熱染→荷→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→泥→熱染→乾→

屯〉μ:'.1..(.泥

ω熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→沼→染→乾→熱染→乾→泥→

熱染→泥
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ω熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→右→染→乾→熱染→石→染→

乾→泥→

M 熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→

乾→泥→熱染→泥

Vャリ Yパイ液『亡木鉄 1%混合り染液使用

ω熱染→石ー〉染→乾→熱染→右→染→乾→熱染→石→染→乾→硫鉄→熱染→

硫鉄

胸熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→

乾→硫鉄→熱決+硫鉄

V ャリ yパイ液K硫鉄 5%混合の染液使用

(1$染→石→染 X3→石→染 X 3→石→染 XB

Vャリ Yパイ i液~樹盟主 4 骨の染被使用

。方温染→石→混染 X B→石→i且染 XB→石→温恥<3 

0申染→石→染 X B→石→乾→染→石→乾→染 X 3 

(1$混染→石→温染 XB→右→乾→熱染→乾→湿染 X B→湿染X3

帥染→右→染 XB→石→乾→染 XB→石→染 XB→車7;-+硫鉄

例染→石→染 XB→石→乾→染 X B→石→染XB→硫鉄

防湿染→石→乾→湿染→石→乾→温染→石→乾→温染

倒染→石→乾→染X B→石→乾→染X B-'>石→乾→染X8→乾→硫鉄

例温染→石→乾→混染 X B→石→乾→混染→石→乾→混染 XB→乾→慌鉄

注 慌鉄・・・…硫酸第一鉄

木鉄……木酢酸鉄

温染H ・H ・混浴染色

実験 7 熱液回数別染色

三熱液処E里の影響を調べるため下記6通りの染色を行在，¥rI，-重量増加を測定した。

( 1) 染→石→染→乾→染→石→染→乾→染→石→染→乾→染→石→染4 乾→硫鉄

→染→硫鉄

(司熱染→右→染→乾→染→右→染→乾→染→石→染→乾→染→石→染→乾→

硫鉄+洗+層強央

(3) 熱染→石→染→乾→熱、染→石→染→乾→染→石→染→乾→染→石→染→乾→

硫鉄→染→悦鉄

(4) 熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→染→石→染→乾

→硫鉄→染→硫鉄

(時熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→

乾→硫欽→染→硫鉄
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I帥熱染→石→染→乾→熱染→宕→染→乾4 熱染→石→染斗乾→熱染J→石4染→

乾→硫鉄→熱染→硫鉄
十一 ノー

(吻』

10 

5 

4一一一一_------'
-----------一一一一一一一一一'

1 5 (回)戸

図B

. . " ¥ . :~;" ，-_. 

実験 8 乾煉回数別染色

乾燥処理の影響を調べるため，下記5通 bの染色を行在い，重量増加を測定した。

(1) 熱染→石→染→熱染→石→染→熱染→石→染→熱染→石→染→硫鉄→熱染→

硫鉄

¥、j

(時熱染→石→染;':':'"熱染→石河染→熱染→右→染→熱染→石→染→乾→硫鉄→ ¥_l 
熱染→硫鉄

(母熱染→石→染→熱染→石→染→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→硫鉄

→熱染斗慌鉄

(暗熱染→石→染→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→

ン 硫鉄ヰ熱染→1Wf鉄

(時熱ぬ→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→

一乾4 硫鉄→熱染→硫鉄

-52"'7'". 



偶)

50 

重

量

増

加

。
2 s 4 個)，j 

乾燥回数

図 t 乾燥の染着K及lます影響

3. 結果

(1) 市内の染工場のY ャ1)Yバイ煎出時の採液長は原木KIi当り 3t..とみられる。

(由 ιの染被中の固形舟は平均。.oooppmでする。

(3) ιの染被中のタ y=，-y5}は平均 2.600 ppmで，固形介氏対する割合は43骨で<bる。

(4) 市内む染色工場のシャ 1)Yパイ染色工程(地糸)は染液更新 20-30JijJ程度である。

(5) νャリ Yパイ煎出時のタ y.:::ヱン濃度は探液量。減少とともに増大する。

(6) タY品 y濃度は煎出後 10日間ほどは大きな変化は在い。

(7) 乙の期間はPHICも大き在変動は左h。

(坤 νャリ yパイ液Kよる染芳を重量増加で評価すると採液量の小さいほど，タ :.--=y濃度K

比例して染芳量は大きいといえる。

(叫染色工程在染被更新 10回以下K台古える己とは可能である。そのための有力左手段は

v 0煎出時の採液量を小さくしてタ y:::.;/浪度を高くする。

。混浴，高混浴をj菌宣告り己む。

。乾燥工程在中聞に肘れる。

。木昨酸鉄を h リYパイ液K少量カ日える。

己と等であることが分った。たとえば，次のよう在

熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾→熱染→石→染→乾

泥→熱染→泥

洗色法ICよると，染色開始から終了まで 6時間あれば足りる。染液更新回数を小さくする乙

とは単院工程短縮の面からだけでまし染色時K絹餓維が苛酷な取扱いを受けて，損傷し，

糸が弱〈在る己とを防止するとしぺう点でも2重要である。

- 5 3-



カ ッ チ 染 色 に 関 する研究

赤塚嘉寛.仁科勝海.押川文隆

1.目的

カ 7チ(口a七echu)は熱帯地方に産し，カテコーノレ系タ y==.yを含み，その水溶液はVャ

1) :/パイ?置に酷似している。

己れを利用した大島紬の染色法を確立する。

2. 試験概要

実験 1 カッチ，鉄i混合液Kよる染色

供試料: .p-y;チ……市販エキス

鉄 H ・H ・窃t捜第一鉄，木酢酸鉄

染浴の調製

¥J 

鉄
-一

議

チ
第
内
角
ノ

酸
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硫

し

r
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i〈宅
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O
 

30']付たて絹糸 2>'の総糸を染色K供した。決着は蝿増加で評価'し，結果は気1.，

表 2のと:1;.りであった。

表 1

伝宇崎}担 O. 1必一 0.. o 1， .0 .2. .0 

O. 1 % 1 9 手話 2 0 2. 0 2 2 

O. 5 2 6 3 2 S 2 3' 3 

1. 0 2 7 3. B 3 8 3 7 

L_ 2 2 6 3.3 4 6 4 9 
→ 

u 

. ，‘ 

て一町?内z寸窓盛l!里鉄-_ O. 1 ~百 O. 5 1. 0 2，.0 

O. 1 '!b 15(」 1 7 J '.7'、

O. 5 2，.5 2.3 

1. 0 2咽 7 園開宮， 字、

2. 0 
:: .，.....'1' ":: 

3 4 3 7 

表 2

'-54-



〕

」J

噌・

実験 2 裕比iJl際色

染浴の調整

{~ヲチ i骨
lilf殻第一鉄 1幅

炭酸ソーダ O. 1φ 

染色工程

熱染→石→乾→染 X 2→乾→石→染→熱染→乾→ソーピ:/!1

:) 0 s'付先て絹糸 1くみ (6nを染色K供した。結果は表a'~っと金りで争った。

表 3. 浴比別重量増加

(浴比 I5 倍 I 1 o 1..2 0 I ，5 iJ I 1 0 0 I 
|重量増加 I 3 0骨 I 42  I 50  I 44 I a 1 I 

実験， 3 いろいろ左染色法

染浴の調整

(カツチ 1骨

硫酸第一候 1 % 

炭酸ソ-，y:Q，O 1 % 

染色工程

(1) 熱染→石→乾→染 X 2→乾→石→染→熱染

位) 熱染(カッチ)→石→乾→染 X 2→乾→染→石→染→乾一、声高染(カッテ)

→乾→泥

但)

(4) 

(劫

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

。。
~l) 

"~ 

M 

M 

熱染→石→乾→染 X 2→乾→熱染→石→乾→染 X 2→熱染→乾→泥

熱染→石→染→熱染→乾→熱染→石→染→熱染→乾→泥

熱染(カヴチ) 砂石→乾→染 X 2→乾→熱染→石→乾→染 X 2→熱染(カッチ)

→乾→泥

熱染〈カッチ)→石→染→熱染→乾→熱染→石→染→熱染(カッテ〉→乾

→泥

熱染→石→乾→染 X 2→乾→右→乾→染X 2→乾→熱染

熱染→石→染 X 2→乾→石→染→乾→染

染→石→染 X2→乾→沼→染 X2→乾→染

熱染→石→染 X2→乾→染 X2→乾→染

染→石→染 X2→乾→染X2→乾→染

告書染→石→染 X 2→石斗染X 2→乾→染

染→石→染 X2→石→染谷花→染

(カ zチのみd→染→石→染 X3→右→染 X3→乾→硫鉄→染→石→

染 X3→石→染 X3→諾→硫鉄

-"55ー



染色後Z重量増加.切断強{申度を測定した結果は表4のと告りであったよ

表 4

一苔一守一一一一~宇一田 重量 dE「一五百五百一一「下 度

1 5 0 '!b a a a '1 1 '7， 0 '!b 
ト

2 4 a 2 8 9 • a，8 

B 2 4 265 I 8， 0 
「一一一一

5 2 7 2 S 6 9， 1 

7 戸4日 B a 9 8 2 5. a 

9 4 5 a 3 4 I 9. 9 

10 4 0 376 2 4. 9 

I 1 2 9 8 6 8 2 8.2 

12 2 3 8 0 9 1 6.8 

I 3 4 6 a 2 5 2 O. 3 

14 3 6 3 5 8 2 1. 9 

8. 結呆

カッチ淑による染色と金属塩混合被Kよる染色のこつの方向で検討し，実用的と煙、われる次

のこ方訟を得た。

1. ヵ.，チ液による染色工程

[染→石→染X 3→、

王子→染X3→ 乾→鉄 J X 2 

カヮヂ液: 1唱 S0 t.n 

'石灰:. 0.3唖 H

ooW第一鉄: 1 q6' I! 

2 金属境混合液Kよる染色工程

[熱染→石山染X 2→乾→ 1

石→染 X 2→ 乾 斗 染 バ 」

ヵッチ: t'!b' . Sot.n ↑ 
}混合液

硫政第一鉄: I唖 11 • 1 λ 

乙の染舎!法は染色開始から終了まで4""6時間である。重量増加は 1: 3 0時台j 2: 40 

帽台，切断強力 300 'J以上， l申皮 20喝であった。染色条件としてはカッチ 1冊》浴比 10 

~2 0倍， P H 7前後がよ'-"'.己の方法はνャリ Yパイ泥染とは明確に区別し，カッチを罪IJ

用する染色法として独自の分野を鉱げてhてべきであるd

。辻、 ιχ ー

..::. '56 ;;._ 

にj

u 



染色排水。ピ関する調査

赤塚嘉覚.仁科勝海.押川文隆
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春: 昭和48年 4 月16日
'、也、

夏: ， 4 8年 7月 2 日

秋: If tiν .:p 1 0月19日

A、: ， 4 9年 1月 10日

自結果

己の調査は前年度から引き続いて行在ってhるが，いまのところ，特に汚濁曲4偉大した個所

は認められ在かった。
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6. 指導業務等

1 伝習生の養成

近年，専門技苦闘の老令化，労働力の不足が問題とれて骨払己れK対処するため，若年事

堅技術者を養成して，本県地場産業の発展育成をはかる。

1 -1 指導方法

一平一
理論科目

時間

意匠図案法|機織加工法|原料糸概論|染色一般

4 8 3 1 B 1 5 

1-2 科別実習指導

科 別 指 導 内 容

1 基礎図案模写調整 2 意匠図案の調整 S 色彩と配色
図案科

4. 科題図案の考鶏周整 5. 考案調整と配色実習 6 修了製作

1. 織物設計法 2 整経湖付期張法 S 緋締法

締加工科 4 緯楚の部分解 5 緋慈の摺込染加工法 5. 各種経耕締法

7 経緋の仕上加工法 8 緋締技術と品質

1 生糸の精練法 2 染料の言書験法 S 染色堅ろう度試験法

染色科 4. 総糸及び緋染色法 5 緋獲の扱染法 6 染料調合法

7 招込み液の調整及的出法 8. 各種植牧燥料染色法

1 地経糸の巻込法 2 儲~f糸の配列機掛法 S 綴付法

4 緯緋製織法 5 働率緋製織法

製紙科 6 経糸の張力及び経耕調整法 t 緋製織技術と品質

B その他製織宜らびに加工技術C実習

』、、_../ 1-3 科別養成内訳

(1) 図案科 4名 (2) 染色科 1名 (3) 銚締加工科 2名 (4) 製紙科 4名

合 計 1 1名

1-4 養成期間 1ク年

1 技術指導の実施状況

市菊五翫哀事両=数i 説 明

川支苦闘談によるI611件 I1 緋図案調製について 1 4 5件

3 0 

5 4 

5 1 

指導 2 原料糸について

3. 緋締，緋加工法について

4 織物設計法tてついて
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5 加工用各種器具Kついて 6件

6. 緋帯地，紬ネクタイ地につhて 1 8 

7 νャリ yパイ染色Kつ加で 4 9 

8 化学染料染色法Kついて 6 5 

9 植物藍染法について 1 8 

10 活性高IJKついて 2 8 

11 紬の汚点直しKついて 1 2 0 

12 鱗抜染法Kつhて 2 6 

18 糊剤Kついて 1 1 

14 その他 6 1」 j
巡回技術指導 2 2 1.緋締，製紙等技術関係(対象工場 14 2工場)

(由鹿児島市 S悶 (10) (幼名瀬市 z回(!4) 

(司徳之島地区 S回 (16) (4) 大和村 (9 ) 

(時瀬戸内町2図。 6) (時宇検村 (18 ) 

(7) 住期す (15 ) (崎竜郷村 (80 ) 

(9) 笠利町 (19 ) 

2. 染色加工撹貯関係、(対象工場 55工場)

(1) 笠利町 (14 ) (埼竜餅す (10 ) (8) 宇検村 (6) 

(4) 瀬戸内町 (4) (5) 徳之島町 (1) (同名瀬市 (10) 

(司鹿児島市 (10)

容 査 5 
大島紬接不全等。審査(名瀬市 E 竜郷村 1) 

図案展示会等の審査 (名瀬市 2) 

研究発表会 2 鹿児島市(1) 名瀬市 (1)

流行色標 ¥ノ
本 配 付

220部
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3. 会議，会合等

出

会議， 会合等 C 種類 開催場所
所 v側 技術者 計

昭和 47年度研究発表会 鹿児島市 2 1 a 0 1 a 2 

笠 手リ 町 2 171 1 7 B 

機織加工在らび~製織技術講習会 知名.和泊町 2 a B 6 a a 8 

和泊.与論町 2 4 0 a 405 

名 瀬 市 s 1 2 1 5 

名 瀬 市 2 8 1 0 

喜 界 町 1 a 0 a 1 
緋締在らぴK加工技術講習会

鹿児島市 2 7 a 7 5 

大 和 村 2 3 6 S8| 

名 瀬 市 s 6 9 
製紙技術講習会

伊 イ由 町 2 5 0 5 2 

昭和 48年度研究発表会 名 瀬 市 1 9 119 138 

大島紬製造技術懇談会 名 瀬 市 4 2 1 2 5 
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